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むつ市議会第２４８回定例会会議録 第２号

令和３年６月１４日（月曜日）午前１０時開議議事日程 第２号

◎諸般の報告

第１ 行政報告

【議案上程、提案理由説明】

第２ 議案第48号 財産の取得について

（むつ市消防団川内消防団第８分団配備の水槽付消防ポンプ自動車を、老朽化に伴い更

新するためのもの）

第３ 議案第49号 財産の取得について

（老朽化した移動図書館車を更新するためのもの）

【一般質問】

第４ 一般質問（市政一般に対する質問）

（１）18番 原 田 敏 匡 議員

（２）３番 杉 浦 弘 樹 議員

（３）７番 斉 藤 孝 昭 議員

（４）４番 東 健 而 議員

（５）15番 佐 藤 広 政 議員

（６）10番 村 中 浩 明 議員

（７）２番 工 藤 祥 子 議員

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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◎開議の宣告

午前１０時００分 開議

〇議長（大瀧次男） ただいまから本日の会議を開

きます。

ただいまの出席議員は21人で定足数に達してお

ります。

◎諸般の報告

〇議長（大瀧次男） 議事に入る前に諸般の報告を

行います。

まず初めに、６月３日市長から、今定例会に議

案２件を追加提案したい旨の申入れがあり、先ほ

ど開催した議会運営委員会で、本日この後上程す

ることが決定されておりますので、ご報告申し上

げます。

次に、本日この後、固定資産税及び都市計画税

の課税誤りによる還付について、市長から行政報

告がありますので、ご了承願います。

以上で諸般の報告を終わります。

〇議長（大瀧次男） 本日の会議は議事日程第２号

により議事を進めます。

◎日程第１ 行政報告

〇議長（大瀧次男） 日程第１ 行政報告を行いま

す。

市長から報告を求めます。市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） おはようございます。

この度、固定資産税及び都市計画税の課税に一

部誤りがあったことが判明いたしました。

その内容につきましては、税務調整監より詳細

ご説明申し上げますが、対象となる納税者の皆様

にご迷惑をおかけいたしましたことについて、お

詫び申し上げ、今後の再発防止に努めてまいりま

す。

〇議長（大瀧次男） 税務調整監。

〇財務部税務調整監政策推進監（樋山政之） 固定

資産税及び都市計画税の課税誤りについて、その

概要をご報告申し上げます。

この度の課税誤りは土地に対する課税に関する

ものでありまして、その内容は路線価の評価誤り

によるものと、住宅用地特例の適用誤りによるも

のであります。

路線価とは、宅地の評価額を算出する基になる

価格のことであり、住宅用地特例とは、住宅用地

の税負担を軽減することを目的とした制度のこと

であります。

本年２月、令和３年度の課税に向けた作業の際

にこれらの課税誤りが発覚し、調査をしましたと

ころ、路線価の評価誤りについては、法人を含む

39人、住宅用地特例の適用誤りについては、３人

の方への課税に誤りがあり、税額を過大に徴収し

ていることが判明いたしました。

過大に徴収した部分につきましては、地方税法

及びむつ市固定資産税等返還金取扱要綱に基づ

き、還付及び返還をすることとしております。

内訳は、路線価の評価誤りが、固定資産税は対

象者39名、総額134万6,600円、都市計画税は対象

者31名、総額22万1,600円、還付加算金は対象者

39名、総額12万100円の計168万8,300円となりま

す。

住宅用地特例の適用誤りが、固定資産税は対象

者３名、総額28万2,900円、都市計画税は対象者

１名、3,900円、還付加算金は対象者３名、総額

１万9,900円の計30万6,700円となり、合計します

と固定資産税162万9,500円、都市計画税22万

5,500円、還付加算金14万円となります。
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なお、対象となります皆様には、去る６月８日

に令和３年度納税通知書にお詫びの文書を同封し

送付したところでありまして、今後、戸別訪問等

により詳細ご説明させていただき、速やかに還付

手続きを進めてまいりたいと考えております。

今回の課税誤りの原因といたしましては、課税

システム入替え時の路線価置換え作業の際に、当

該路線価の処理を漏らしたこと、路線の設定及び

特例適用条件等に関する理解が不十分であったこ

となどによるものであります。

今後についてでありますが、今回の件は、現在

のチェック体制の下でその誤りを発見し適正な課

税へと正すことができたものでありますことか

ら、継続して適正な課税業務に努めるとともに、

研修等を通じて職員の税知識や資質のさらなる向

上と事務処理におけるチェック体制の強化を図

り、課税誤りの抑止に努めてまいりますので、ご

理解を賜りたいと存じます。

この度の課税誤りにより、納税者の皆様にご心

配とご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び申

し上げます。

〇議長（大瀧次男） これより質疑を行います。た

だいまの報告に対し、質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。これで

質疑を終わります。

以上で行政報告を終わります。

◎日程第２～日程第３ 議案上程、提

案理由説明

〇議長（大瀧次男） 次は、日程第２ 議案第48号

財産の取得について及び日程第３ 議案第49号

財産の取得についての２件を一括議題といたしま

す。

市長から提案理由の説明を求めます。市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） ただいま追加上程されまし

た２議案について、提案理由及び内容の概要をご

説明申し上げ、ご審議の参考に供したいと存じま

す。

議案第48号及び議案第49号 財産の取得につい

てでありますが、これら２議案は、むつ市消防団

川内消防団第８分団に配備しております水槽付消

防ポンプ自動車及びむつ市立図書館において運用

されております移動図書館車について、老朽化が

著しいことから車両を更新するためのものであり

ます。

以上をもちまして、追加上程されました２議案

について、その大要を申し上げましたが、細部に

つきましては、議事の進行に伴いましてご質問に

より詳細ご説明申し上げます。

何とぞ慎重ご審議の上、原案どおり御議決賜り

ますようお願い申し上げる次第であります。

〇議長（大瀧次男） これで、提案理由の説明を終

わります。

ただいま上程されました２議案については、６

月18日に質疑及び委員会付託を行いますので、ご

了承願います。

◎日程第４ 一般質問

〇議長（大瀧次男） 次は、日程第４ 一般質問を

行います。

質問の順序は、抽せんにより原田敏匡議員、杉

浦弘樹議員、斉藤孝昭議員、東健而議員、佐藤広

政議員、村中浩明議員、工藤祥子議員、住吉年広

議員、浅利竹二郎議員、佐賀英生議員、佐藤武議

員、鎌田ちよ子議員、濵田栄子議員の順となって

おります。

本日は、原田敏匡議員、杉浦弘樹議員、斉藤孝

昭議員、東健而議員、佐藤広政議員、村中浩明議
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員、工藤祥子議員の一般質問を行います。

なお、今定例会における一般質問については、

先般決定しております「国内における重大な感染

症の拡大状況下におけるむつ市議会の運営方針」

に基づき、会議時間の短縮を図る観点から、質問

時間は１人30分以内として時間制限が設定されて

おりますので、ご留意願います。

◎原田敏匡議員

〇議長（大瀧次男） まず、原田敏匡議員の登壇を

求めます。18番原田敏匡議員。

（18番 原田敏匡議員登壇）

〇18番（原田敏匡） おはようございます。18番、

会派未来への轍の原田敏匡です。むつ市議会第

248回定例会において一般質問を務めさせていた

だきます。

通告に従いまして、２項目２点について質問い

たします。市長並びに理事者各位におかれまして

は、明快かつ前向きなご答弁をよろしくお願い申

し上げます。

初めに１項目め、むつ市総合経営計画について

質問いたします。むつ市総合経営計画は、まちづ

くりを総合的かつ計画的に推進するために、将来

像「笑顔かがやく 希望のまち むつ」を掲げ策

定したもので 2017年度 平成29年度 から2026年、 （ ）

度（令和８年度）を計画期間とする本市の最上位

となる計画となります。

本年は、策定後、折り返しのちょうど５年目に

当たり、前期基本計画の総括的な検証、後期基本

計画の策定等、非常に重要な年度となります。そ

こで、策定までのプロセスについて、また昨今の

コロナ禍は前期基本計画に多大な影響を与えたこ

とは明白であり、その余波は後期基本計画にも及

ぶと考えますが、後期基本計画策定に当たり、コ

ロナ禍が与える影響について、併せてお伺いしま

す。

２項目め、除排雪の対応について質問いたしま

す。昨年度は、短期間の集中的な大雪により、昼

夜を分かたず除雪、排雪に尽力された委託業者の

皆様には感謝と敬意を表します。また、市職員に

おかれましても、連日の泊まり込みでの対応に大

変ご苦労されたことと思います。

除排雪対応は、降雪状況による自然的要因、重

機を含めたマンパワー、除雪箇所、排雪場所の確

保などの物理的要因など、様々な要因によりその

対応が左右されます。しかし、そんな中でも毎年

度市民生活を守るため、業務の進化を続けていか

なければなりません。

そこで、市民からの問合せ、委託業者の声等を

踏まえ、昨年度の対応から見えてきた今後の取り

組むべき課題、そして今冬に向けた改善策につい

てお伺いします。

以上、２項目２点につきお伺いいたします。

これで壇上からの質問を終わります。

〇議長（大瀧次男） 市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） 原田議員のご質問にお答え

いたします。

まず、むつ市総合経営計画についてのご質問、

後期基本計画策定までのプロセスとコロナ禍によ

る影響についてお答えいたします。

本年度は、令和４年度からの後期基本計画の策

定に取り組むこととなりますが、むつ市総合経営

計画を策定した当時と大きく状況が異なるのがコ

ロナ禍による影響であります。

後期基本計画の策定に当たっては、前期基本計

、 、画の効果検証を踏まえ さらにはアフターコロナ

ウィズコロナと言われる世の中を見据え、前期基

本計画の枠組みにとらわれることなく、新たな目

線で計画策定に取り組むよう指示をしたところで

あります。
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具体の計画策定のプロセスにつきましては、担

当部長からの答弁とさせていただきます。

次に、除排雪の対応についてのご質問につきま

しては、担当部長からの答弁とさせていただきま

す。

〇議長（大瀧次男） 企画政策部長。

〇企画政策部長（松谷 勇） むつ市総合経営計画

の後期基本計画策定までのプロセスについてお答

えいたします。

策定に当たっては、むつ市総合経営計画策定要

綱に基づき、全庁横断的な体制で計画の策定に取

り組むとともに、市民の意見を幅広く反映するた

め、オンラインによるワークショップ形式の市民

会議を検討しております。

また、平成29年度から実施しております市民ア

ンケートによる各施策の満足度調査やパブリック

コメントを実施することで、市民の皆様の意向を

十分に反映させた素案を作成することとしており

ます。

また、素案につきまして、むつ市総合開発審議

会からのご意見を賜りながら、後期基本計画の原

案を決定し、その後むつ市議会議員の皆様へのご

説明、または議案によるご審議をいただいた上で

策定となりますので、ご理解を賜りたいと存じま

す。

〇議長（大瀧次男） 都市整備部長。

〇都市整備部長（中里 敬） 除排雪の対応につい

てのご質問にお答えいたします。

昨年度の対応を踏まえ、取り組むべき課題と今

冬に向けた改善策についてでありますが、昨シー

ズンは年末から１月中旬にかけて、連日の暴風雪

による大雪に見舞われたことにより、市の除排雪

作業に遅れが生じるなど、市民の皆様にはご心配

をおかけしたものと考えております。

除排雪対応につきましては、その年の天候や降

雪状況によって大きく異なりますが、円滑な除排

雪の実施には市民の皆様のご理解とご協力が欠か

せないものと、昨シーズンを通じて改めて認識し

たところであります。

昨シーズンは、むつ市豪雪対策本部を５年ぶり

に設置し、除排雪の対応強化を図るとともに、新

たな取組としてＳＮＳや防災かまふせメール等を

活用して、リアルタイムに除排雪状況の情報を発

信いたしました。市民の皆様からは、この対応に

対し多くの声が寄せられ、好意的に評価していた

だいたところであります。

市といたしましては、今後も市民の皆様から除

排雪作業に対するご理解とご協力が得られるよ

う、必要な情報の発信方法等について検討し、効

率的な作業の実施に取り組んでまいりたいと考え

ておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 18番。

〇18番（原田敏匡） それでは、再質問させていた

だきます。項目順に従って再質問いたします。

まず、一般的に前期、後期とある戦略について

は、後期の戦略は、ある程度前期の計画を踏襲し

た形で策定されることが想定されるのですが、先

ほど答弁があったとおり、このコロナ禍により世

の中の環境が今までにない変化を見せる中、大幅

な見直しが必要な項目があるのではないかと考え

ます。具体的に、方針等も含めてどの部分まで踏

み込んで見直しが図られる予定なのか、その方針

をお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 企画政策部長。

〇企画政策部長（松谷 勇） お答えいたします。

見直しの方針ということになりますけれども、

後期基本計画の策定に当たりましては、まずは前

期基本計画におけるＫＰＩや施策の評価等の実績

を踏まえながら、十分に効果検証を行い、現状の

課題の整理と今後の方向性を見定めた上で見直し

。 、を図ることとしております 当然その中でコロナ

アフターコロナというところも十分に考慮してい
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くつもりでございます。その際は、現行の基本方

針にとらわれず必要な見直しを行いまして、５つ

の基本方針がございますけれども、場合によって

は方針を変更するということもあると考えており

ます。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） 18番。

〇18番（原田敏匡） 基本方針まで踏み込んで見直

しをするというのは、大変心強いというか、ぜひ

お願いしたいなという部分ではあるのですけれど

も、先ほどプロセスに関してはお伺いしたのです

けれども、ある程度日程的な策定までのスケジュ

ール等、現段階でお示しできるところがありまし

たらお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 企画政策部長。

〇企画政策部長（松谷 勇） お答えいたします。

具体的なスケジュールということでございます

けれども、後期基本計画につきましては、当初本

年度中に策定をするという予定で事務のほうを進

めてまいりましたが、やはりコロナによる事業の

検証というものがなかなか進まないということ

と、昨年度きちんとした結果が出せなかったとい

うことと、本年においてもなかなか事業が進まな

いということもあります。

また、新型コロナウイルスのワクチン接種とい

うことで、最優先に全庁挙げて取り組んでいると

いうこともありますことから、今年度中に策定を

するという予定でございますけれども、令和４年

度中の策定に向けて、現在スケジュールを調整し

ているところでございます。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） 18番。

〇18番（原田敏匡） こういう状況下でなかなか策

定まで計画どおりいかないというのは、理解でき

ることではあります。何でこの質問をしたかとい

うと、ちょっと早いですけれども、今までの予算

編成を見ると、総合経営計画、大分予算編成とリ

ンクするところがございます。やっぱり気になる

のは、令和４年度にずれ込んだ場合と、来年度の

予算編成に関して、その方針というか、総合経営

計画との関係性というのがどう関係して予算編成

に向かっていくのかが少し気になるところではあ

るのですけれども、その辺、現状どのような考え

でいらっしゃるのか、最後にお伺いします。

〇議長（大瀧次男） 企画政策部長。

〇企画政策部長（松谷 勇） お答えいたします。

後期基本計画と来年度の予算との関係性という

ことになりますけれども、当初予算の編成の時期

がやはり10月から12月にかけてということになり

ますので、その頃にはある程度コロナの終息が見

えてくるということで、各事業のほうも、また今

年度の洗い出しまたは精査等ができてくると思い

ますので、その内容を予算のほうに反映させた上

で、また４月以降、それを実行する中で新たに後

期基本計画を策定するというように、予算と事業

をリンクするような形で対応を進めてまいりたい

と考えております。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） 18番。

〇18番（原田敏匡） 了解いたしました。

次に、２項目めに移らせていただきます。先ほ

ど答弁の中で、遅くなりがちだったということも

、 、あったのですが 市長も会見のほうで重機の問題

人手の問題、あとは市の総延長距離の問題で、物

理的に全地域をやるのは不可能だという会見もさ

れていたと思うのですけれども、実際私もそのと

おりだと思います。

私のほうにも市民の方からいろいろな問合せが

あったのですが、そういった形で市民の皆様にご

理解を得るようなことを私なりにさせていただい

、 、たのですけれども そこでやっぱり気になるのは

昨年度並みにあれほど短期集中になってしまう
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と、現状の市職員のマンパワー、そして委託業者

の数等を含めると、昨年の除排雪の対応が現時点

では精いっぱいというか、ベストなパフォーマン

スに近い形であったのではないかと。あれ以上ス

ピードを求めてやることは、市長がおっしゃると

おり、ちょっと物理的に難しいのではないかなと

思うのですけれども、その辺はどうだったか、ま

ずお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 都市整備部長。

〇都市整備部長（中里 敬） お答えいたします。

昨年度並みといいますか、それ以上の大雪が降

る場合もあります。今の現状では、昨年度あれだ

け集中され、さらには低温化で雪が解けないとい

う状況下においては、もうこれが限界だろうとい

うふうに感じました。ただし、限界というのは、

１日で処理するのではなくて、皆様にはご理解を

いただきながら、計画的に、数日かけて、そして

市民の生活に支障のないように道路管理に努めて

まいりたいと考えております。

以上です。

〇議長（大瀧次男） 18番。

〇18番（原田敏匡） おっしゃるとおりだと思いま

す。答弁のほうでも、市民の皆様の理解を得なが

ら今後とも進めていきたいというお話だったので

すけれども、やはり除排雪の対応、今答弁あった

とおり、限界ということがありましたが、その限

界であるということを市民の皆様に理解していた

だくのがやっぱり一番ではないかなと。もちろん

メール等で随時発信していただき、我々も、市民

の皆様も、十分その辺は理解できてはいるのです

けれども、あくまで市の全体の対応としては、こ

こが限界だ、だから少し多少の遅れ等は勘弁して

くれではないですけれども、その辺理解していた

だくことで、問合せ等が少なくなっていくのでは

ないかなということも考えられます。

２年ぐらい前に一度除排雪の件で一般質問させ

ていただいたときに、広報でもっと大きく取り扱

って、市民の皆様の理解を得ていくほうがいいの

ではないかという提案もさせていただいたのです

けれども、昨年度もその広報に関しては結構小さ

めな部分だけで終わったので、ぜひ広報でその辺

の部分も発信していただきながら、さらに市民の

皆様の理解を得られるような広報活動をしていた

だきたいなと思います。

次に、ほとんど多くの市民の皆様は、除排雪に

関して、毎年度受けるサービスは、基本的に変わ

らないと思います。降ったら除雪が入る、ある程

度積もったら排雪地域に関しては排雪が通るとい

う基本的サービスは根本的には変わらないと思う

のですけれども、一部これまで除雪地域だったと

ころが排雪地域に昨年度変わったという地域があ

ると思います。そういった方々、大分大きな環境

の変化だとは思うのですけれども、実際路線とし

てどの程度あったのか。また、その路線変更に対

して影響した世帯は何世帯ぐらいあったのか、そ

の数をお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 都市整備部長。

〇都市整備部長（中里 敬） お答えいたします。

、 、 、昨年度 通常除雪から変更した路線数は 旭町

品ノ木、仲町地区の３路線であります。影響を受

けた世帯数は、52世帯となります。

〇議長（大瀧次男） 18番。

〇18番（原田敏匡） これ変更になったその要因と

、 、いうか さほど毎年ないとは思うのですけれども

何があって変更になったのか、理由をお伺いいた

します。

〇議長（大瀧次男） 都市整備部長。

〇都市整備部長（中里 敬） お答えいたします。

変更になった理由としては、この路線に対して

雪をよせていく場所、また一時置場、堆雪場等と

なっておりました空き地に家屋等が建設されまし

て利用できなくなったためであります。その他を
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市と委託業者で連携して探したのですが、そのそ

ばにはなく、その結果通常の除雪ができなくなっ

たということが要因であります。

〇議長（大瀧次男） 18番。

〇18番（原田敏匡） 実際変更になった市民の方か

ら、市に問い合わせるまで、その変更になったこ

とが分からなかったという声もあったのです。そ

の辺の、52世帯の方たちへの市からの周知方法等

はどうやって行われていたのか、確認させていた

だきます。

〇議長（大瀧次男） 都市整備部長。

〇都市整備部長（中里 敬） お答えいたします。

、 、市では 委託業者と路線の状況について協議し

通常除雪ができないと判断した場合には、町内会

に説明後、お住まいの皆様には書面を配布し、ご

理解をいただくよう努めております。

ご質問の路線は、昨年度、市と委託業者の連絡

不足から、この通知がされなかったためにご迷惑

をおかけしたものであります。その後皆様へは、

変更についてお知らせをさせていただいておりま

すので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 18番。

〇18番（原田敏匡） 積もってからの通知だと、非

常に困惑する市民の方々もいらっしゃるので、今

後変更がある場合は、ぜひ雪が降る前に通知して

いただきたいと思うのですけれども、今後、居住

誘導区域等でこういったケース、今まで空いてい

る土地、一時堆雪場になっていた土地に家を建て

ていくケースが多分増えてくるのではないかなと

思うのですが、実際家が建つかどうかというのは

現時点では分からないと思うのですけれども、こ

ういったケース、今後増えていく方向にあるのか

どうか、難しいのですが、市としてはどう予想し

ているのかお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 都市整備部長。

〇都市整備部長（中里 敬） お答えいたします。

やはり居住誘導区域内でこういう空いている土

地に建物が建てられていくということはあるもの

というふうに考えております。

〇議長（大瀧次男） 18番。

〇18番（原田敏匡） この件に関して、最後１点質

問させていただきます。

路線変更、市民の皆様にとって大きな環境の変

化なので、市のほうも初年度は十分注視しながら

対応されてきたと思うのですけれども、実際やっ

てみて、その市民の反応はどうだったのか。やっ

ぱり道路幅とか、その辺道路の入り組み状況にも

よると思うのですけれども、排雪だとちょっと便

が悪いとか、せめて片側だけでも、片側通行であ

ったとしても、除雪地域に戻していただきたいと

かという意見も少なからずあったのではないかと

思うのですけれども、今後そういった一度路線変

更になったものが、また路線変更になるというよ

うな検討等はされていくのかどうか、最後にお伺

いいたします。

〇議長（大瀧次男） 都市整備部長。

〇都市整備部長（中里 敬） お答えいたします。

確かに通常の除雪が入らないということでは、

特に圧雪状態が長く続くと、暖気があった場合に

は非常に路面といいますか、道路状況が悪くなる

ということもありまして、簡単にすぐ排雪ができ

ないことから、皆様からいろいろなご意見をいた

だいております。市としても、できればこういう

形になった路線も何とか通常の除雪を行えないか

ということでいろいろ検討しております。その中

の一つとしては、先ほど原田議員もおっしゃられ

ましたが、他の地域等を参考に、昨年もちょっと

考えておりましたのが、路上に置きながら１車線

を確保すると。その場合においても、いろいろな

問題がありますので、これら地域の方々とも相談

しながら、私どもも研究しながら、このことを考

えていきたいというふうに考えておりますので、
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ご理解を賜りたいと思います。

〇議長（大瀧次男） 18番。

〇18番（原田敏匡） ご対応、よろしくお願いいた

します。

今後除雪オペレーターやガードマンの人材不足

といった問題が顕著に現れてくるのが予想されま

す。市の人口、統計等を見る限り、これから減っ

ていきますけれども、実際の除雪する距離という

のは、人口に比例して減っていかないと思うので

す、大幅に。ただ、人口が減っていくということ

は、そういったオペレーターやガードマンは、多

分比例してある程度減っていくという状況を鑑み

ると、今後の人材確保という面、非常に厳しくな

っていくのではないかなと考えられます。

特にガードマンの確保については、昨年度も苦

慮している委託業者もあり、喫緊の課題となって

います。私の知っている業者さんも、ガードマン

がいないので、社長さん自らがガードマンをやっ

て対応されているという業者さんもありました、

実際に。今後の人材の確保と育成は、業界だけで

はなくて、地域にとっても大きな課題になってく

ると思います。

そこで、市もこの問題に対し、積極的に取り組

んでいく必要があると考えますが、この件に関し

て見解をお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 都市整備部長。

〇都市整備部長（中里 敬） お答えいたします。

確かに雪国では、除排雪作業に携わるオペレー

、 。ター この人材不足が大きな課題となっています

市としても、委託業者のほうと連携しながら、こ

の人材の確保ということで努めていきたいという

ように考えております。

また、交通誘導員につきましては、市内の警備

会社の絶対数が足りないことから、青森県建設業

協会下北支部様のご協力をいただき、交通誘導員

講習会を開催しております。この講習会は、除雪

の委託業者の作業員が受講することで、除排雪業

務限定の交通誘導員として登録するような取組を

行っておりますので、ご理解を賜りたいと存じま

す。

〇議長（大瀧次男） 18番。

〇18番（原田敏匡） ほかの同僚議員からも、除雪

に関してはいろいろなご提案をされているところ

ではあるのですけれども、やっぱりそれを扱う人

間がいないと、全て例えばＡＩが自動的に除雪し

てくれるのであれば、ある程度人材は要りません

、 、けれども そうはならないということも考えると

やはり人材の確保、今後の非常に大きな課題とな

ると思います。

ほかの自治体では、例えば資格講習等を受ける

支援をしている等いろいろありますが、その辺ま

だむつ市に関しては、オペレーターという部分で

は喫緊の課題までいかないかもしれませんが、将

来的には少なくなるというのが目に見えているの

で、ぜひ積極的に取り組んでいただきたいなと思

います。

また、除雪に関して、むつ市だけではなくて、

どこの自治体でも、市民の皆様が十分満足してい

るというサービスを提供できている自治体、多分

ございません。そういった意味でも、現状のむつ

市の除雪体制、そしてできる範囲、限界を市民の

皆様に積極的に公開、広報することで理解が得ら

れるよう、今後も努めていただきたいなとお願い

を申し上げて一般質問を終わります。

〇議長（大瀧次男） これで、原田敏匡議員の質問

を終わります。

ここで、10時45分まで暫時休憩いたします。

午前１０時３６分 休憩

午前１０時４５分 再開

〇議長（大瀧次男） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。



- 33 -

◎杉浦弘樹議員

〇議長（大瀧次男） 次は、杉浦弘樹議員の登壇を

求めます。３番杉浦弘樹議員。

（３番 杉浦弘樹議員登壇）

〇３番（杉浦弘樹） おはようございます。３番杉

浦弘樹です。このたびのむつ市議会第248回定例

会は 「国内における重大な感染症の拡大状況下、

におけるむつ市議会の運営方針」で質問時間が議

員１人30分となっております。限られた時間を有

効に使うため、今回は２項目４点について一般質

問を行います。市長並びに理事者各位におかれま

しては、誠意あるご答弁をよろしくお願いいたし

ます。

、 。１項目めは マイナンバーカードについてです

マイナンバー制度の開始から、はや５年がたちま

した。制度開始当初は、マイナンバーカードを取

得した際の利用範囲は限定的なものでありました

が、現在は利用範囲も広がり、様々な行政サービ

スも受けることができるようになりました。むつ

市でも、本年10月から、マイナンバーカード取得

者を対象とする75歳以上の市民を対象に市内バス

運賃無料化の事業を行います。

マイナンバー制度は、行政を効率化し、国民の

利便性を高め、公平公正な社会を実現するための

社会基盤であります。政府は、この社会基盤を早

期に整備するため、マイナンバーカードを2022年

度末までには、ほぼ全ての国民に普及させるとの

目標を打ち出しております。

そこで１点目の質問は、現在のマイナンバーカ

ードの交付状況についてお聞きします。

２点目は、政府が打ち出す目標の達成に向け、

市ではマイナンバーカード取得の周知方法及び取

得率向上に向けた取組と今後の対策についてお伺

いいたします。

、 。２項目めは むつ市消防ビジョンについてです

市では、2019年３月にむつ市消防ビジョンを策定

いたしました。この中で、今後20年間でむつ市の

人口は約25％減少すると推計しております。これ

により、市財政の大幅な歳入減が確実に見込まれ

ていくことや、現在住民１人当たりの負担額は、

類似規模の自治体との比較で平均の1.7倍となっ

ていて 「今後、消防費に係る行政コストの削減、

「 」を前提とした 持続可能な消防・救急体制の確立

を目指した重点的な取組が不可欠である」と記さ

れています。

そして、取り組むべき具体的な内容の一つとし

て、川内消防分署及び脇野沢消防分署において老

朽化対策を進めるとともに、今後３年先をめどに

建て替え、移転または統廃合に関しての計画を策

定するとあります。

そこで、１点目の質問は、残り１年を切った中

で、川内消防分署及び脇野沢消防分署の今後の計

画についてお伺いします。

２点目は、川内消防分署及び脇野沢消防分署の

今後の計画について、重要な指標となる川内地区

及び脇野沢地区の地域特性をどのように考えてい

るかお伺いいたします。

以上、２項目４点を壇上からの質問といたしま

す。

〇議長（大瀧次男） 市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） 杉浦議員のご質問にお答え

いたします。

まず、マイナンバーカードについてのご質問に

つきましては、担当部長からの答弁とさせていた

だきます。

次に、むつ市消防ビジョンについてのご質問の

１点目、川内消防分署及び脇野沢消防分署の今後

の計画についてお答えいたします。平成31年３月

に策定いたしましたむつ市消防ビジョンにおきま
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しては、川内消防分署、脇野沢消防分署ともに老

朽化対策を進めるとともに、今後３年先をめどに

建て替え、移転または統廃合に関しての計画を策

定するとしており、今年度が計画策定の目標年度

となっております。

消防ビジョン策定後、毎年むつ市消防ビジョン

推進委員会常備消防部会を開催しており、その中

で両消防分署の建て替え等を含めた検討を重ねて

いるところであります。

一方、今年３月26日に青森県から新たな津波の

浸水想定区域が公表され、陸奥湾内沿岸部にも、

これまで以上の影響を及ぼすものと想定されてお

りますことから、このことも検討項目に加え、考

慮していかなければならないものと認識しており

ます。

消防施設は、大地震等の災害時において活動拠

点となる重要な施設であることから、むつ市消防

ビジョンの本旨である「持続可能な消防・救急体

制の確立」を目指し、検討してまいりたいと考え

ておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

次に、ご質問の２点目、市では川内地区及び脇

野沢地区の地域特性をどのように考えているのか

についてお答えいたします。むつ市消防ビジョン

で取りまとめた平成29年の救急出動における災害

各地から現場到着までの平均所要時間は、むつ消

防署内では7.3分、大畑消防署内では７分、大湊

消防署内では7.1分であるのに対し、川内消防分

署内では８分、脇野沢消防分署内では7.9分とな

っており、所管する面積や道路状況等から現場到

着までの時間が比較的長くなっている地区である

と認識しております。

、 、川内消防分署 脇野沢消防分署ともに建て替え

移転、または統廃合の検討におきましては、これ

らの時間についても考慮するほか、各地区の人口

やその将来予測、隣接する地区との距離、津波の

浸水想定、各地区の消防団との連携などを含む様

々な地域特性を総合的に勘案し、むつ市消防ビジ

ョン推進委員会常備消防部会において検討してま

いりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 総務部長。

〇総務部長（吉田 真） マイナンバーカードにつ

いてのご質問の１点目、交付状況についてお答え

いたします。

総務省が公表しておりますマイナンバーカード

の交付状況によると、令和３年５月１日現在、全

、 、 、国が30.0％ 青森県が25.2％ むつ市が26.9％で

、 、昨年度の同時期と比較いたしますと 伸び率は国

県、むつ市ともに10％以上となっております。

次に、ご質問の２点目、マイナンバーカード取

得の周知方法及び取得率向上に向けた取組と今後

の対策についてお答えいたします。

まず、周知の方法についてでありますが、広報

むつや市のホームページを通じて市民の皆様にマ

イナンバーカード取得のメリットなどを交え、分

かりやすく広報しているところであります。

次に、取得率向上に向けた取組についてであり

ますが、国ではマイナンバーカードを取得されて

いない方に対し、本年１月から再度マイナンバー

カード交付申請書を送付しておりますほか、チャ

ージや買物により選んだサービスのポイントがも

らえるマイナポイント事業により、普及促進を図

ったところであります。

市の取組といたしましては、10月１日から開始

予定としております75歳以上の方の路線バス等の

無料乗車サービスの利用において、マイナンバー

カードを身分証明書として使用するなど、利便性

の向上にも努めているところであります。

今後の対応といたしましては、職場や町内会、

各種イベント会場などに職員が直接出向いて写真

撮影や申請書の作成の支援を行う出張申請支援サ

ービスを実施するほか、様々な申請や届出などを

オンライン上で行うことができるぴったりサービ
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スの取扱業務を拡充するなど、マイナンバーカー

ドの利便性の向上を図りつつ、普及促進にも取り

組んでまいりたいと考えておりますので、ご理解

を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） ３番。

（ ） 、 。〇３番 杉浦弘樹 それでは 再質問を行います

まず１項目めの１点目、交付状況についてです

、 、が むつ市では青森県よりも交付状況は若干よく

ただ全国に比べては、まだ交付状況がよくないと

いうことで、答弁のほうをいただきました。この

中で、取得率向上に向けた……すみません、取り

あえず交付状況のほうは分かりました。

そこで、２点目のほうの再質問に移らせていた

だきます。取得率向上に向けた取組で、私も実は

３月にマイナンバーカードの取得を行いました。

私は脇野沢庁舎でこちらの取得のほうを行ったの

ですが、その際に脇野沢庁舎では、顔写真を撮っ

てくれるサービスのほうを行っておりました。そ

の際に、このサービスを使ってカードを取得され

ている女性の方もちょうどいらっしゃったのです

が、その方は地元でお店のほうを経営しておりま

す。この経営しているお店に来客する高齢者の方

は、脇野沢でこのサービスを行っていることを知

らない方が意外と多くて、よく説明することがあ

るというふうなことをおっしゃっておりました。

この方は、今年10月から始まるカード取得者の

75歳以上バス運賃無料の制度のことも知っており

ましたので、知らない高齢者の方には庁舎で行っ

ているサービスを教えて、カード取得のほうを促

していたそうです。

若い方は、情報を簡単に得ることができるので

すが、高齢者はなかなかホームページを見ない方

もいます。また、広報は目を通すけれども、気に

されない方もいると思われます。なので、地域で

取得率向上に向け取り組むという観点から、民生

委員の方々にも協力してもらって、高齢者の方に

情報発信をしてもらうことを行ってはどうかと考

えます。

また、ワクチン接種後は、地域の老人クラブの

集まり等で出張出前講座などを開いて分かりやす

く説明するなど、高齢者に寄り添った取組が必要

ではないか、こういった取組は高齢者を定期的に

見守ることができるといった利点やカードの取得

率向上にもつながるのではないかと考えますが、

市の見解はどうかお伺いします。

〇議長（大瀧次男） 総務部長。

〇総務部長（吉田 真） お答えいたします。

周知につきましては、これまでも様々な取組を

実施しておりますが、市といたしましては、より

実効性のある取組として、マイナンバーカードの

申請手続が難しく面倒だと考え、申請していない

方もいらっしゃいますことから、簡単に、気軽に

申請ができるよう、いま一度申請の手続について

様々な方法により広報を行うとともに、出張申請

支援サービスを実施してまいりたいと考えており

ます。

また、市民の皆様の取得意欲が高まるような取

組も必要と考えておりまして、例えばマイナンバ

ーカードを図書館利用者カードとして利用するサ

ービスや、マイナンバーカードとスマートフォン

があれば、行政サービスの申請が市役所窓口に来

なくてもできるサービスなど、市民の皆様にとっ

て利便性の高いサービスの構築を進めてまいりた

いと考えておりますので、ご理解を賜りたいと存

じます。

〇議長（大瀧次男） ３番。

〇３番（杉浦弘樹） マイナンバーカード取得の周

知方法ですが、今現在広報や、あとはホームペー

ジで行っていますが、市内のイベント等で啓発活

動を行うことや、現在65歳以上のワクチン接種も

行っているので、そこでカード取得のチラシなど

を置いて周知していくことで、多くの方にカード
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を取得するメリットを理解していただけるのでは

ないかと考えますが、市の見解のほうはどうかお

伺いします。

〇議長（大瀧次男） 総務部長。

〇総務部長（吉田 真） お答えいたします。

ただいま杉浦議員のほうから提案のあった件も

検討してまいりたいと考えております。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） ３番。

〇３番（杉浦弘樹） 今後の対策についてですが、

先ほど答弁された内容は、非常によいものだと思

いますので、状況が整えばすぐやっていただきた

いと思っております。

また、ほか自治体でも取得率向上に向け、いろ

いろな対策を打ち出しています。カード取得者を

対象に自治体内で使える商品券を配るなど、様々

なサービスもやっておりますので、ぜひこういっ

た対策も今後市では検討していただいて、市民の

利便性向上に努めていただくようお願い申し上げ

て次の質問に移ります。

それでは、むつ市消防ビジョンについて再質問

いたします。１点目の答弁をいただきましたが、

こちら毎年部会のほうを開いて協議しているとの

ことでしたが、この部会を開いて協議した部分を

いつ頃までに結論を出して発表していくのか、そ

ちらのほうをお伺いします。

〇議長（大瀧次男） 総務部長。

〇総務部長（吉田 真） お答えいたします。

先ほど答弁しておりますとおり、建て替え等の

計画に関する方向性につきましては、むつ市消防

ビジョン策定後、毎年常備消防部会を開催し、協

議を進めておりますが、この計画につきましては

今年度中の策定を目標としておりますので、引き

続き常備消防部会での検討を進めてまいりたいと

考えております。

〇議長（大瀧次男） ３番。

〇３番（杉浦弘樹） 例えばなのですが、結論が出

ずに継続ということもまた選択肢としてあるの

か、そちらのほうもお伺いしたいと思います。

〇議長（大瀧次男） 総務部長。

〇総務部長（吉田 真） お答えいたします。

現段階では、今年度中の計画策定を目標として

取り組んでまいりたいと考えております。

〇議長（大瀧次男） ３番。

〇３番（杉浦弘樹） それでは、２点目のほうに移

らせていただきます。

市では、川内地区及び脇野沢地区の地域特性を

どのように考えているかということで、この両地

区、非常に面積も広いし、また道路も複雑だとい

うふうなことでお話のほうをされておりました

が、なぜ私この質問をしたかというと、特に脇野

沢地区では、今後この地域で安全安心に住むこと

ができなくなるのではないかと不安に思う人が非

常に多くいたから、質問のほうをさせていただき

ました。また、そういった住民の不安を解消する

ためにも、市には両地区の地域特性を理解しても

らって、両消防分署は統廃合せずに、各地区に残

すべきだということを私自身強く訴えていく必要

があると思いました。

先ほど消防ビジョンのほうでも出ていますけれ

ども、災害各地からの現場到着までの平均所要時

間、両地区においては平均よりも上回っている。

そういった部分から、消防分署を統廃合するよう

なことがあれば、現場到着まで今よりも時間がか

かり、救える命も救えなくなる可能性が高くなる

のではないかと考えるのですが、市の見解はどう

か、この辺をお伺いします。

〇議長（大瀧次男） 総務部長。

〇総務部長（吉田 真） お答えいたします。

まずは、先ほど申しました現場到着までの時間

が比較的長くなっている地区にあるというところ

でもありますし、先ほど市長からの答弁でもあり
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ました新たな浸水想定区域によっては、国道のほ

うの浸水の可能性もあるというところでございま

すので、この辺も含めて部会のほうで今後検討し

てまいりたいと考えております。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） ３番。

〇３番（杉浦弘樹） 先ほども答弁で話されていま

したが、市の財政事情、また両地区の人口減少率

が両地域とも高い観点から、私は今後両消防分署

は両地域で使わなくなった市所有の建物に移転す

るなりして、用途に合った改修工事をするべきだ

と考えております。

、 、この人口減少率の部分なのですが 脇野沢地域

あとは川内地域、３年前との比較で人口減少率の

ほうを出してみても、川内地区は約10％、脇野沢

地区は12％減少しているというふうなことから、

この用途に合った改修工事をして市財政を抑えて

いくというふうなことでやるべきではないかと考

えますが、市の考えはどうかお伺いします。

〇議長（大瀧次男） 総務部長。

〇総務部長（吉田 真） お答えいたします。

建て替えについては、経営的な視点を持って、

この部会の中で検討してまいりたいと考えており

ます。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） ３番。

〇３番（杉浦弘樹） 両地区は、まだ一定数の人口

がいるわけです。地域住民が安心安全に暮らして

いくためにも、地域の命を守る消防分署の役割は

非常に重要だと考えております。市では、ぜひ両

消防分署を統廃合せずに残した中で、持続可能な

消防救急体制を構築していただくようよろしくお

願い申し上げまして、私の一般質問を終わらせて

いただきます。

〇議長（大瀧次男） これで、杉浦弘樹議員の質問

を終わります。

、 。ここで 午前11時20分まで暫時休憩いたします

午前１１時０８分 休憩

午前１１時２０分 再開

〇議長（大瀧次男） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎斉藤孝昭議員

〇議長（大瀧次男） 次は、斉藤孝昭議員の登壇を

求めます。７番斉藤孝昭議員。

（７番 斉藤孝昭議員登壇）

〇７番（斉藤孝昭） おはようございます。今回の

質問事項は、脇野沢水産加工センターについてで

あります。この脇野沢水産加工センターの問題に

ついては、平成24年３月定例会の予算審査特別委

員会の質疑で取り上げた事項でありますが、時間

の経過とともに状況が変わっていますので、お聞

きするものであります。

まず、脇野沢水産加工センターは、行政財産な

のに長期にわたり無償で使用されており、業務委

託なのか、指定管理なのかも不明であります。予

算書及び決算書にも関わる記載がなく、そして行

政報告もありません。行政財産を何らかの形で使

用しているのであれば、議会がチェックする必要

があり、行政側には報告する義務があります。加

えて、この状態は制度上の問題はないのか、さら

には財産管理が適正に行われているのか、疑義の

念を抱いております。

、 、そして この質問に至った経緯としてもう一つ

本施設運営に長年大きく関わってきた某社が本年

４月14日付で民事再生手続を開始したことがきっ

かけとなっていることを加えさせていただきま

す。この施設の現状と課題及び運営方針について

お伺いいたします。

以上、壇上からの質問といたします。
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〇議長（大瀧次男） 市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） 斉藤議員のご質問にお答え

いたします。

ご質問の脇野沢水産加工センターについては、

私たちも現在調査を進めております。これまで私

たちが把握している中では、合併時、公の施設で

はないとの認識により、設置条例によらず規則で

公共的団体に業務委託ができることとしており、

このことが法的に適切であるか、精査が必要であ

ると認識しております。

その上で、このような施設がほかにもないか調

査をしたところ、そのほか複数の施設について同

様の処理が合併時になされていたことが判明いた

しました。私たちとしては、これらについて調査

、 、をし その結果を踏まえて今後の対処方針を定め

取り組んでまいります。

このことにつきましては、改めて斉藤議員はじ

め議員各位に対し、ご報告をさせていただきたい

と考えておりますので、ご理解を賜りたいと存じ

ます。

〇議長（大瀧次男） ７番。

〇７番（斉藤孝昭） 壇上でも申し上げましたが、

今回の件は、この施設に大きく関わってきた会社

が破綻したことがきっかけとなっております。今

の市長の答弁では、合併時の不適切な処理が発端

だということでありましたが、当該団体と破綻し

た会社の関係とか、委託を受けていた団体の活動

状況とか、実態などについても詳細に調査する必

要があると私は思っています。また、団体側から

の虚偽の報告等があった場合、あるかないかは分

かりませんが、あった場合の厳正な対処をしなけ

ればならないと思います。

さらに、公の施設について、条例も定めずに長

年使用させてきたということであれば大変な問題

でありますので、このことをチェックできなかっ

た行政の責任もあると思いますが、市長はどう思

いますか。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

少なくとも現時点で、その合併時ということで

ありますので、その時点でそのような形で不備が

あったということは認めざるを得ず、その点につ

いては率直におわび申し上げます。

ただ、こうした事案、公の施設に関する移管と

いうことの問題については、これも今調べており

ますが、何らかの形で、当時斉藤議員もいらっし

ゃったと思いますが、議会に対しても説明や資料

の提出などについては行っていたのではないかと

いうことも考えています。

この施設につきましては、今ご質問ありました

けれども、私自身が知り得たかといえば、予算や

決算、それから政策面でもほとんど話題にならな

い施設でありましたので、正直申し上げて、こう

した状況になるまで存じ上げませんでした。施設

自体は、市長に就任して間もなく、１度だけ視察

したことはありますが、状況の説明、法的な状況

の説明ということは受けることもなく今日まで至

っております。

現在、まさにこの施設はじめその他の施設でも

このようなことがないか、全庁的に調査を実施し

ているところでありますので、その点はご理解を

いただきたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） ７番。

〇７番（斉藤孝昭） 市長からは今、法的に不備が

あったという答弁ありましたけれども、具体的に

どういう法的な不備だったのか。また、担当課が

いるわけで、その担当課が何も知らないというの

はちょっとあり得なくて、本当に知らなかったの

か、お知らせ願いたいと思います。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。
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先ほど法的な不備と申し上げたのは、公の施設

については本来地方自治法上、その設置条例を定

めなければいけないということになってございま

す。脇野沢村時代には、この施設には設置条例が

あったわけですが、むつ市に移管された以降は、

この設置条例を定めた形跡がございません。一方

で、管理規則の中で管理をしている、内部規則の

中で管理をしているというような状態でありまし

たので、恐らくこの点に不備があったのだろうと

いうことを改めて経緯も含めて現在調査をしてい

るところであります。

担当課としても、こうした法的な不備というこ

とについては認識が甘かったようでありまして、

規則として管理をしていれば問題ないという認識

でいたということのようであります。こうした前

例踏襲的な考え方で引き継いだということについ

ては、私としても問題があったのだろうというふ

うに考えてございます。

〇議長（大瀧次男） ７番。

〇７番（斉藤孝昭） 委託されている団体について

お聞きしたいと思います。

脇野沢水産加工センターの運営をしている団体

と破綻した会社は、どのような関係だったのか。

同一会社ではないかといううわさがありますが、

それは後で調べると分かると思いますが、そもそ

も管理している団体は既に解散していて、市では

そのことをいつ把握し、どのように対応していま

したか。また、契約更新時、毎年１回年度末に報

告書を受けて、その次の年に更新しているようで

すけれども、その市の報告、誰がどのように受け

取っていましたか。規則では、施設の管理運営及

び運営を公共的団体に委託するというふうになっ

ていますけれども、この団体が解散した後、現在

は先ほど申し上げましたが、個人が使用していま

す。この実態をどのように評価しているでしょう

か。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

現在ご質問いただいた点については、まさに調

査を進めているところであります。我々自身がこ

の問題について取り組んでいるのが、斉藤議員か

ら一般質問の通告のあった６月３日からというこ

とであります。現時点でも様々な事実関係把握し

ておりますけれども、一連のことは、合併は16年

前ということでしたが、合併時からのその資料を

しっかりと精査をし、また関係者からの意見を聴

取した上で、改めてご報告をさせていただきたい

と。その他の施設も含めて慎重に調査を進める必

要があると思いますので、ご理解を賜りたいと思

います。

一方で、この脇野沢水産加工センターというの

は、実質的にですけれども、当該施設が脇野沢地

区の水産業、それから雇用、これを支えていると

いうことは紛れもない事実であります。今後もそ

の役割を施設としてしっかりと担っていくという

ことには、大いに私は期待をしておりますので、

そのことについてはお伝えをさせていただきたい

と思います。

〇議長（大瀧次男） ７番。

〇７番（斉藤孝昭） では、報告を待ちたいと思い

ますが、その報告の方法、どんなふうに調査をし

て、調査の方法は今市長が継続中だと言いました

が、いつまでその結果を得ようとしているのか、

予定ですけれども。

また、議会にもというふうな話をしていました

ので、議会への報告はどういう形でされるのかを

お願いします。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

調査と申し上げておりますが、都合が悪いから

今隠しているということではありません。やはり

合併時、16年前のことでありますので、資料を探
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した上で関係者からも意見をお伺いするというの

に少し時間がかかっているということでご理解い

ただきたいと思います。

また、当時の法的な整理が必ずしも正しくない

ということについて、現状のその法制担当も、私

自身もそう考えているところもありますが、当時

は当時の事情があり、当時は当時の解釈があった

ということでありますし、またそうした部分につ

いては顧問弁護士等からも意見をしっかりと確認

をして確定させる必要があるだろうということ

で、少しお時間をいただきたいということであり

ます。

この報告の時期ということですが、次回の定例

会までには調査を完了させて、議会に報告をさせ

ていただきたいと思いますし、報告の方法につい

ては、議長、副議長と相談の上、斉藤議員をはじ

め議員の皆様にしっかりとした形で提示できるよ

うに考えていきたいと思います。また、そのこと

は市民の皆様にも分かりやすく提示できる形で報

告ができればと考えてございます。

〇議長（大瀧次男） ７番。

〇７番（斉藤孝昭） 一連の市長の答弁の中には、

合併後の検証または総括がしっかりできていなか

ったと、しっかりしてこなかったおかげで、この

ような事例を見逃してきたというふうにおっしゃ

っていました。他の複数の案件も調査して報告す

るということでありますが、はっきり言って、行

政財産はむつ市民の皆さんのものなのです。なの

で、それをしっかり理解していただいて、報告と

か改善に臨んでもらうようにお願いしたいと思い

ますが、どうでしょうか。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

行政財産にしても普通財産にしても、およそ公

の施設ということについては、特定の人が私的に

利用するということはもちろん制限されていま

す。また、そのような疑念を抱かれるような使用

はあってはならないことだというふうにも私ども

としては認識しています。

ただ、繰り返しになりますけれども、脇野沢水

産加工センターについては、地域の水産業の振興

や雇用に大きく貢献してきたという施設でありま

すので、今後もそうした役割については担ってい

ただきたいとも思っています。

ただ、今回の件については、しっかりと16年前

に遡って、その前後から資料を精査し、また関係

者からも意見を聴取した上で、しっかりとした形

で皆様に提示したいというふうに思っています。

また、その際には議会に対してどのように説明を

していたのか、あるいはしてこなかったのかとい

うことについても明らかにしていきたいと思いま

すし、私たちに非があれば、これは率直に認めて

謝罪をし、今後の対応について議員の皆様にご報

告をさせていただきたいと、このように考えてご

ざいます。

〇議長（大瀧次男） ７番。

〇７番（斉藤孝昭） ９月の定例会で報告するとい

うふうな話でしたので、その報告を待って、また

再度質疑等させていただきますので、今日はこれ

で終わらせていただきます。ありがとうございま

した。

〇議長（大瀧次男） これで、斉藤孝昭議員の質問

を終わります。

ここで、昼食のため午後１時まで休憩いたしま

す。

午前１１時３４分 休憩

午後 １時００分 再開

〇議長（大瀧次男） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎東 健而議員
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〇議長（大瀧次男） 次は、東健而議員の登壇を求

めます。４番東健而議員。

（４番 東 健而議員登壇）

〇４番（東 健而） 午後の１番手、市誠クラブの

。 、東健而です むつ市議会第248回定例会に当たり

３項目の一般質問を行います。

まず、公有財産の利用状況についての質問であ

りますが、特に市民が関心を示している行政需要

、 。の部分について 簡単に質問させていただきます

１項目めは、太陽光発電設備の利用状況につい

てであります。

１点目、太陽光発電設備の償却期間についてお

尋ねいたします。平成25年に太陽の恵み基金条例

が制定されました。そのとき川内庁舎と本庁舎に

太陽光パネルが設置されていますが、設置当初か

ら今日までの経過年数についてお伺いいたしま

す。

また、電力会社との売電契約は、設置してから

現在10年になっています。それを過ぎると、売電

電力単価は相当減額されます。現在どのような契

約がなされているのか。自家消費か売電か、ここ

のところがはっきり分かりません。また、基金の

積立ては民間契約の売電期間では、契約終了後で

は不可能であります。市の条件には、期間設定が

ないのか、期間が過ぎても積立ては可能かどうか

お伺いいたします。

２点目、基金の利用について。民間では自家消

費は少なく、売電が主流になっています。現在で

は、年間の売電単価が低くなり過ぎて、パネルを

取り付ける家庭が激減し、基金の交付も激減して

いるのではないでしょうか。市でも平成25年にパ

ネルを取り付け、基金についての説明がありまし

たが、太陽光発電設備と蓄電池設備の状況につい

て、再びお聞きいたします。

平成25年の行政側の説明では、電力会社と電灯

契約及び余剰電力の売電契約を締結していること

などを条件に、一律５万円の補助金を交付したい

と考えているとおっしゃっておりましたが、それ

から今までどれくらいの市民の応募があったので

しょうか。この補助金の補助総額は、今までどれ

くらいになっているのかお伺いいたします。

また、繰り返しますが、太陽光パネルは現在川

内庁舎と本庁舎に設置されているようですが、現

在民間への補助金以外への利用があるのかどう

か、余剰資金はどのように利用されてきたかお伺

いいたします。

、 。４点目 維持管理費についてお伺いいたします

最近思いがけない竜巻や暴風雨に見舞われること

が多くなってきました。設備の補強対策も必要に

なってきていると思います。民間では、設置時と

違い、予想以上の強風や降雨、降雪の影響で設備

の補強を迫られているところも出てきています。

市では、以前に設置後の保守及び修繕の財源に

は、当初一般財源で対応し、電気料金の節減分を

基金に積み立てて利用するとの説明をしていまし

たが、保守点検、修繕費などの年間の現状総額は

どれくらいになっているのでしょうか。

次に、２項目めは公用車の配備と利用状況等に

ついてであります。

１点目、公用車の配備について、毎年のように

公用車の事故の専決処分による議会への報告がさ

れていますが、公用車の管理と利用状況について

お尋ねいたします。

まず、本庁舎、大畑、川内、脇野沢庁舎ごとの

台数はどれくらいかお知らせください。また、市

で使用している車は、トータルで何台かお伺いい

たします。

２点目、電気自動車の利用状況についてであり

ます。電気自動車の購入もされていますが、現在

何台あるか、また電気自動車の充電ステーション

は市内に何か所あるのでしょうか。この充電ステ
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ーションは、民間でも利用できるのか、利用でき

るとすれば、その場合の利用料をどのように積算

し、充電させているのか。あわせて、電気自動車

を使用する目的についてもお知らせください。

３点目、車両の購入とメンテナンスについてで

あります。庁舎ごとの車の買換え、更新の時期に

ついて、また車両の車検と修理、日常の点検はど

のように行われているのか。町村部にも修理工場

がありますが、これらの利用についてどのように

お考えでしょうか。

４点目、購入契約についてであります。車両の

購入は、どのようにして行われているのでしょう

か。直近の購入事例があったら、お知らせくださ

い。

５点目、車の燃料についてお伺いいたします。

燃料は、ガソリンかハイオクかディーゼルか、ま

た年間の燃料の消費量とその金額等について。令

和２年度では、およそどのくらいかかっているの

でしょうか。今年度の見通しも、併せてお知らせ

ください。

また、燃料補給時の報告は義務づけられている

のでしょうか。燃料の購入先は指定されているの

か、売買契約はどのようになされているかお伺い

いたします。

３項目め、市が管理する諸住宅の現状について

お伺いいたします。

１点目、市営住宅の利用状況について。現在の

市営住宅の利用戸数をご報告ください。また、そ

れぞれの住宅の入居者の入居率はどのように推移

しているのでしょうか。

２点目、利用されず残っている市営住宅の戸数

と今後の取扱いについてであります。耐用年限が

経過した利用されていない市営住宅等が相当数残

っていますが、これをこのまま解体せずに残して

おくべきではないと思います。利用されていない

市営住宅の戸数は、旧町村部も含めてどれくらい

あるか。解体には、多額の資金を要しますが、解

体せずこのままにしておくのでしょうか。解体等

の処分計画があったらお示しください。

３点目、川内 木団地の建設計画と今後の見通・

しについてであります。この質問は、過去にも何

回か質問しております。予算措置もなされず、建

設の動きも見えません。再度お伺いいたします。

・３年前には防火水槽が完成しましたが、今後の

木団地の整備計画について、どのようになってい

るのかお伺いいたします。

４点目、教員住宅の入居状況についてでありま

す。旧町村部を含めた市所有の教員住宅がどれく

らいあるか。川内では、入居されていない教員住

宅が散見されるようになっています。管理の状況

と、解体する予定の教員住宅はあるかお伺いいた

します。

また、市内の教員住宅の戸数と入居状況はどの

ようになっているかお伺いいたします。

以上で壇上からの質問を終わります。

〇議長（大瀧次男） 市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） 東議員のご質問にお答えい

たします。

まず、太陽光発電設備の利用状況についてのご

質問の１点目、太陽光発電設備の償却期間につい

てお答えいたします。市役所本庁舎及び川内庁舎

への太陽光発電設備の設置については、本庁舎が

平成26年、川内庁舎が平成27年でありますので、

経過年数は本庁舎は７年、川内庁舎は６年となり

ます。また、両庁舎とも青森県公共施設再生可能

エネルギー等導入推進事業費補助金を財源に設置

しており、当該補助金の制度上、売電はできない

こととなっておりますことから、自家消費となっ

ております。

次に、そのほかのご質問につきましては、教育

委員会及び担当部長からの答弁とさせていただき
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ます。

〇議長（大瀧次男） 教育長。

（阿部謙一教育長登壇）

〇教育長（阿部謙一） 東議員のご質問にお答えい

たします。

市が管理する諸住宅の現状についてのご質問の

４点目、教員住宅の入居状況についてお答えいた

します。教育委員会が管理しております教員住宅

の中には、老朽化等の理由により、現在使用を中

止しているものもあります。これらを再利用する

ためには、多額の改修費を必要とすることから、

最小限の維持管理のみを行っている状況にあり、

今後解体等についても検討してまいりたいと考え

ておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

なお、教員住宅の戸数と入居状況につきまして

は、教育部長からの答弁とさせていただきます。

〇議長（大瀧次男） 企画政策部長。

〇企画政策部長（松谷 勇） 太陽光発電設備の利

用状況についてのご質問の２点目、基金の利用に

ついてお答えいたします。

同基金を原資とした住宅用太陽光発電システム

導入支援事業費補助金の交付実績は、制度を開始

した平成25年度から令和２年度までで43件の応募

があり、そのうち31件を採択しており、交付総額

は155万円となっております。

また、当該補助金以外の基金の使途につきまし

ては、太陽の恵みを森林環境保全に還元するとい

う観点から、市民協働の緑化事業に充当しており

ます。

次に、ご質問の３点目、維持管理費についてお

答えいたします。太陽光発電設備の維持管理につ

きましては、電気系統の点検を庁舎全体として委

託しておりますことから、太陽光発電に係る部分

だけの金額をお示しすることはできませんので、

ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 財務部長。

〇財務部長（吉田和久） 公用車の配備と利用状況

等についてのご質問の１点目、公用車の配備につ

いてお答えいたします。

管財課が所管する令和２年度末における公用自

動車の総数は110台となっており、その内訳は本

庁舎74台、川内庁舎17台、大畑庁舎10台、脇野沢

庁舎９台となっております。

次に、ご質問の２点目、電気自動車の利用状況

についてお答えいたします。市では、低炭素社会

の実現に向けた市民の皆様への普及啓発のため、

電気自動車１台をリース契約により企画政策部エ

ネルギー戦略課に配備し、ほかの公用車と同様に

職員が市役所外で業務に従事する際の移動に利用

しております。

また、市で設置しております電気自動車の充電

設備につきましては、電気自動車による下北半島

を周遊できるルートを構築することにより、電気

自動車の普及を図ることを目的に、むつ市イベン

ト広場、市役所川内庁舎、奥薬研レストハウスの

３か所に急速充電器を整備しており、無料でご利

用ができます。

次に、ご質問の３点目、車両の購入とメンテナ

ンスについてお答えいたします。車両の更新につ

きましては、庁舎ごとに判断するのではなく、購

入からおおむね10年以上または走行距離10万キロ

以上を目安に、当該車両に係る利用頻度などから

総合的に判断して、管財課で更新を決定しており

ます。車種及び車体の形状につきましては、更新

車両との利用目的を考慮して決定しておりますも

のの、特定のメーカーに限定することなく、同程

度の規格、性能を有する車両を幅広く選択できる

ように仕様書を作成しております。

車両のメンテナンスにつきましては、車検及び

法定点検を実施しているほか、管財課職員が日常

の目視点検を行うとともに、使用する職員も乗車

前後に運転記録簿のチェックリストを基に不具合
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の有無を確認することとしております。

また、メンテナンスの依頼先につきましては、

各庁舎の車両は各地区の事業者に依頼するなど、

偏りが生じないよう配慮しながら発注しておりま

す。

次に、ご質問の４点目、購入契約についてお答

えいたします。車両の購入は、原則として自動車

の販売について、むつ市の指名競争入札に係る参

加資格者名簿に登載している全ての事業者を対象

に指名競争入札により契約を締結しております。

また、直近の購入事例でありますが、令和２年度

の実績として、軽乗用車５台と中型バス１台を更

新しております。

次に、ご質問の５点目、燃料の購入についてお

答えいたします。車両の燃料は、レギュラーガソ

リンまたは軽油を使用しており、令和２年度の各

庁舎の使用料等を合算すると、ガソリンは約４万

2,000リットル、金額は約530万円、軽油は約

9,300リットル、金額は約100万円となっておりま

す。

令和３年度も市外出張が制限されておりますの

で、現状では昨年度並みの実績になるものと見込

んでおります。

また、給油の際は、運転している職員が運転記

録簿へ給油量と給油先を記載するとともに、給油

先が発行した納品書も添付することとしておりま

す。

なお、車両の燃料については、市内の特定の事

業者と契約しているわけではなく、市内に有する

全てのガソリンスタンドにおいて給油できる体制

としております。

〇議長（大瀧次男） 都市整備部長。

〇都市整備部長（中里 敬） 市が管理する諸住宅

の現状についてのご質問の１点目、市営住宅の利

用状況についてお答えいたします。

令和３年６月１日現在の数字となりますが、利

用に供している市営住宅394戸のうち、333戸が入

居しており、入居率は約85％となっております。

また、近年の入居率の推移は、５年前の約91％に

比較すると、やや減少傾向にあります。

次に、ご質問の２点目、利用されずに残ってい

る市営住宅の戸数と今後の取扱いについてであり

ますが、現在老朽化等により利用に供していない

市営住宅の戸数は137戸になります。市といたし

ましては、市営住宅集約建替事業として実施して

いる（仮称）田名部まちなか団地整備後の令和６

年度以降に解体してまいりたいと考えております

ので、ご理解を賜りたいと存じます。

次に、ご質問の３点目、川内地区の 木団地の・

建設予定と今後の見通しについてお答えいたしま

す。川内 木団地は、９棟40戸が完成しており、・

今後の整備計画といたしましては、令和４年度に

１棟３戸、令和５年度にも１棟３戸を建設し、整

備が完了する予定となっておりますので、ご理解

を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 教育部長。

〇教育部長（角本 力） お答えいたします。

市が管理する諸住宅の現状についてのご質問の

４点目、教員住宅の入居状況についてお答えいた

します。

むつ地区の住宅は３戸あり、入居者はおりませ

ん。川内地区の住宅は、16戸ありますが、入居可

能となっているのは 木地区の11戸のみであり、・

現在９戸が入居しております。大畑地区の教員住

宅は９戸あり、入居者はおりません。脇野沢地区

の住宅は17戸ありますが、入居可能となっている

のは渡向地区の10戸のみであり、現在７戸が入居

しております。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） ４番。

〇４番（東 健而） それでは、３点の再質問をさ

せていただきます。
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項目ごとに３点になりますが、まず太陽の恵み

基金についての再質問ですが、最近自然エネルギ

ーを後押しするような政府の動向が、また見えて

まいりました。そこでお伺いしますが、民間の売

電資金はいつまでも入ってくるわけではありませ

ん。決められた期間が過ぎると、その後の収入は

激減することをご存じのことと思いますが、市の

この基金の積立ては継続されるのか、また補助金

の民間への交付は存続されているのでしょうか。

２点目ですが、公有財産について。今まで職員

の交通事故に対して、事後処理で事故の内容が議

、 、会で承認され 大方が専決処分されてきましたが

職員への注意喚起と無事故への啓発はどのように

なされているか。

次に、教員住宅についてであります。利用され

ていない教員住宅の利活用についてであります

が、川内町の住宅は、大変立地条件のよい場所に

、 。あり まだまだ利用できる状況にあると思います

就任間もない教育長にこんな質問をすることは、

大変僣越であり、良心がとがめますが、教員住宅

の空いている住宅の利活用について、新教育長は

どのようなご見解をお持ちでしょうか、お伺いい

たします。

以上３点、よろしくお願いいたします。

〇議長（大瀧次男） 企画政策部長。

〇企画政策部長（松谷 勇） お答えいたします。

まず、基金の積立ての継続の部分についてでご

ざいますが、現在基金の残高が増加傾向となって

おりますことから、令和２年度より基金の積立て

につきましては停止をさせていただいておりま

す。

また、民間への補助金を継続されるのかについ

てお答えいたしますが、当該補助金につきまして

は今後も継続してまいりますので、毎年度の交付

実績や基金の残高等を考慮いたしまして、今後の

基金積立てを検討してまいりたいと考えておりま

す。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） 財務部長。

〇財務部長（吉田和久） お答えいたします。

職員への注意喚起と無事故への啓発はどのよう

になされているかということでございますが、公

用自動車を運転する際には、安全かつ慎重な運転

が求められていることは言うまでもございませ

ん。職員が出張等を行う際は、所属長が安全運転

に関わる注意喚起を個別に行うほか、全国交通安

全運動や交通安全県民運動の実施時、またお盆や

年末年始の綱紀粛正の周知に合わせて、安全運転

の徹底について全庁職員へ注意喚起しているとこ

ろでございます。

なお、公用車による事故について、和解した案

件でございますが、平成31年１月に発生した事故

に関し、令和元年９月のむつ市議会第241回定例

会において報告以降、２年以上発生していないと

ころでございます。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） 教育長。

〇教育長（阿部謙一） 利用されていない教員住宅

の利活用についてお答え申し上げます。

教育委員会といたしましては、教職員の入居の

動向や施設の状況を確認し、むつ市有財産利活用

民間提案制度による提案等も踏まえ、今後他の用

途として利活用が見込まれるような場合には、市

長部局と協議の上、普通財産に移行することにつ

いて検討してまいりたいと考えておりますので、

ご理解賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） ４番。

〇４番（東 健而） ご答弁ありがとうございまし

た。この太陽の恵み基金については、平成25年に

質疑がありまして、ある程度内部の状況は理解し

ていたつもりであります。それに、この太陽光発

電の仕事に携わっておりますので、売電か、自家
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消費か、この内容も私は理解しておりました。

ただ、その平成25年から今まで、大分年数が経

過しておりますので、もう市民も忘れているので

はないか、そしてまた新人の議員さんたちも、恐

らくこの太陽光発電の内容というのは分からない

方々もいるのではないか、そう考えてこの太陽の

恵み基金について質問したわけであります。継続

というご答弁をいただきました。ですので、ぜひ

今後もまたこれを継続してやっていただきたいと

思います。

それから、公有財産についてでありますが、こ

れも市民の要望を受けて質問したわけでございま

す。ご答弁をいただきましたが、私の懸念してい

ることは、事故を起こしている職員は、結局人数

が多いから、これは毎年事故を起こすのだろうな

ということで、それを懸念しながら質問した……

（不規則発言あり）

〇４番（東 健而） ですが、私たちに説明されて

いるときには、専決処分で出てきていますよね。

今年はですね。

（ ２年間出てない」の声あり）「

〇４番（東 健而） それでも私の頭の中では、専

決処分というのが頭にありまして、このような質

問になりました。

それから、教員住宅についてでありますけれど

も、これは先ほど申しましたとおり、やはり大分

年数がたっていますので、今後このアナウンス、

もう一度市民に周知させるような対策、例えばホ

ームページに載せるとか、広報むつに載せるとか

というようなアナウンスをしたらいかがでしょう

か。

〇議長（大瀧次男） 教育部長。

〇教育部長（角本 力） お答えいたします。

先ほど教育長からも答弁ございましたように、

むつ市有財産利活用民間提案制度などを活用いた

しまして、今後利活用が見込まれるような場合に

は、これを普通財産に移して積極的に活用してい

くということを続けてまいりたいと考えてござい

、 。ますので ご理解賜りますようお願いいたします

〇議長（大瀧次男） 東健而議員に申し上げます。

間もなく申合せ時間でございますので、質問をま

とめてください。４番。

〇４番（東 健而） 今質問いたしましたのは、太

陽の恵み基金のことについてであります。今申し

上げましたように、このアナウンスについて、存

続されるとのお答えですが、平成25年から今８年

か９年ぐらい経過していると思いますが、市民に

は忘れられているのではないでしょうか。もう一

度ホームページや広報むつなどで発表といいます

か、アナウンスしていただけたらいいと思います

けれども、いかがでしょうか。

〇議長（大瀧次男） 企画政策部長。

〇企画政策部長（松谷 勇） 太陽の恵み基金につ

いてお答えいたします。

現在住宅用太陽光発電システム導入支援事業費

補助金につきましては、ホームページ、広報むつ

等でＰＲをさせていただいておりますし、その他

の事業といたしましては、市民協働の緑化事業と

いうことで、現在は桜満開プロジェクトの費用の

ほうに充当させていただいております。その際作

成いたしますチラシ等に、この太陽の恵み基金が

利用されているというようなＰＲも載せて、市民

の皆様への周知を図ってまいりたいと思っており

ます。よろしくお願いいたします。

〇議長（大瀧次男） これで、東健而議員の質問を

終わります。

、 。ここで 午後１時40分まで暫時休憩いたします

午後 １時３０分 休憩

午後 １時４０分 再開

〇議長（大瀧次男） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。
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◎佐藤広政議員

〇議長（大瀧次男） 次は、佐藤広政議員の登壇を

求めます。15番佐藤広政議員。

（15番 佐藤広政議員登壇）

〇15番（佐藤広政） こんにちは。自民クラブ、佐

藤広政です。むつ市議会第248回定例会にて、通

告に従いまして一般質問を行わせていただきま

す。市長、理事者の皆様の明確なご回答をよろし

くお願い申し上げます。

新型コロナウイルス感染症が変異株等に変化し

ながら、全国に猛威を振るっております。市内も

例外ではなく、感染者が確認されておりますが、

他の地域と比べて今の状況を維持しておりますの

も、市の対応と市民の皆様の感染予防に対する努

力のたまものと感謝申し上げます。また、ワクチ

ン接種に関しましても、迅速かつ的確な対応によ

り、政府が決定した期間内に65歳以上の接種の完

了を確定、また県内初の新型感染症センターの完

成、供用が開始され、市民の皆様の安心安全の確

保のために昼夜を問わずご尽力いただきました市

長をはじめとする担当職員の皆様、そしてドクタ

ーをはじめとする医療機関関係者の皆様には、心

から感謝を申し上げます。

しかしながら、聖火リレーの中止や大湊ネブタ

の中止など、イベントの中止が相次いでおり、楽

しみにしていた市民の皆様、また関係各位の方々

も落胆されているのではないかとご推察されま

す。

、 、また 教育現場にも多大なる影響を与えており

児童・生徒の皆さんや保護者、地域の皆様も、運

動会や体育祭の時間短縮や、部活動等の練習や各

、 。種大会への参加など 多大な影響を受けています

また、授業や学校生活でも、今までにない新し

い生活様式を取り入れたニューノーマルが当たり

前になりつつある中、学校現場や児童・生徒、そ

して家庭でも大変なご苦労をなさっているのでは

ないかと思います。

暗中模索の中、新型コロナウイルス感染症に対

しての対抗策も様々な研究がされており、少しず

つ解明はされておりますが、まだまだ予断を許さ

ない状況が続いております。そのような状況を受

け、本日の一般質問は国内における重大な感染症

の拡大状況下におけるむつ市議会の運営方針によ

り、１人30分に短縮されておりますので、早速で

すが、質問に入らせていただきます。

（ ）平成29年４月から平成34年３月 令和４年３月

までの５年間の計画期間であります現行のむつ市

教育大綱が期間終了の時期を迎えようとしており

ます。次期むつ市教育大綱への改訂作業を行って

いるとは思いますが、このむつ市教育大綱は市長

の教育にかける思い、そしてむつ市の宝である子

供たちの育成という最も重要な部分について、市

としての指針を示すものです。

アフターコロナに対して、また児童・生徒の減

少、急激な学校教育のＩＣＴ化、小学校での少人

数学級制度、小学校教科担任制度など、教育現場

が現行のむつ市教育大綱が策定されたときから

は、大きな環境の変化が起きております。

そこで、１項目４点質問させていただきます。

１点目、次期むつ市教育大綱作成に当たり、市

長の思いをお伺いいたします。

２点目、次期むつ市教育大綱の作成スケジュー

ルについてお伺いいたします。

３点目、次期むつ市教育大綱の作成に当たって

の重点項目についてお伺いいたします。

４点目、現在の段階での現行のむつ市教育大綱

の評価をお伺いいたします。

以上、４点をお伺いして、壇上からの質問を終

わらせていただきます。

〇議長（大瀧次男） 市長。
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（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） 佐藤広政議員のご質問にお

答えいたします。

むつ市教育大綱についてのご質問の１点目、次

期むつ市教育大綱作成に当たっての市長の思いに

ついてでありますが、現行のむつ市教育大綱は、

平成28年11月に策定いたしました。それから、現

在に至るまでの間にも社会情勢は目まぐるしく変

、 、化し 例えば今日のデジタル技術の急速な進展は

学びそのものの形を変える勢いで押し寄せていま

す。また、新型コロナウイルス感染症は、人々の

生命や生活、価値観や行動、さらには経済や文化

など社会全体に影響を与えています。国際的な競

争も厳しさを増す中、人材の育成や教育に対する

要請は一段と大きくなっています。

今後さらに加速すると考えられる様々な社会の

変化に対し、受け身になることなく、その中から

チャンスを見つけ、それを活用し、活躍していく

子供たちを育てていく、そのために教育を通じて

必要な資質、能力を身につけていくことが必要で

あります。

これらを可能にしていくため、次期むつ市教育

大綱の観点として、総合教育会議において７つの

項目を示しました。

１つは、国際社会の中での日本の教育の立ち位

置についてであります。新型コロナウイルスのワ

クチンが自国で作れないですとか、注射器すらま

まならないですとか、ものづくり大国などと言わ

れていた日本は、既に過去の栄光なのではと思う

ところがあります。それどころか、遅れた国にな

ってきているのではないかとも考えています。そ

、 、の原因をたどると 教育に行き着く部分もあると

私自身はそのように考えています。20年も30年も

同じやり方で同じことをやっていると、同じとこ

ろにしかたどり着けません。そんな根幹を問い直

す必要があると私自身は考えております。

２つ目は、世界に通用する人材像についてであ

ります。大量生産型の人材育成というものには、

日本はたけています。教室でも教科書を開いて均

一の授業をして、同じことを同じように学ばせま

す。しかし、この時代、そのようなことでは、ど

こに行っても通用するものではありません。自ら

の意思で夢や可能性に挑戦する力を学校でも身に

つけてほしい、そんな教育が必要だと私は考えて

います。

３つ目は、これから求められる新しい学力の在

り方についてであります。学力の在り方というの

は、変わってきていると感じています。確かに偏

差値というのはいまだにありますし、大学入試セ

ンター試験が共通テストになったからといって、

入試の在り方が大きく変わるものではありませ

ん。しかし、少なくとも学び方を変えていく必要

がある選抜方法に変わってきているのではないか

と考えております。そうした部分を義務教育のと

きから変えていくにはどのような方法があるの

か、デジタル技術の活用も含め、議論が必要だと

考えております。

４つ目は、重点項目、重点科目の選出と教科の

プロセスについてであります。これは、全教科一

気には進められませんし、この地域だけがよくな

るということもできないと思っております。そう

、 、したことから 重点項目や重点科目を明確にして

学校も先生も、子供も保護者も、地域ぐるみで一

生懸命やることが必要だと考えております。

５つ目は、ゼロ歳から18歳までの継続した教育

についてであります。高等教育機関の誘致という

ことは、これは数年前までは誰も想像しなかった

と思います。しかしながら、むつ市には昨年から

、 。 、短大があり 来年から大学が立地します 大学は

東京大学ですとか有名私立大学ですとか、偏差値

が高い大学が優良な印象がありますが、子供たち

、 、にとっては そうした選抜性の高さだけではなく
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いかにその子自身を成長させることができるかと

いうことが大切だと思っています。小学校から高

校まで、ここまでは市の教育委員会だから、ここ

から先は県の教育委員会だから、あるいは幼保は

市だからというような形で縦割りになることな

く、つなぎ目のない一貫した教育でこの短大、大

学に送り出す、そうした地域ぐるみの人材育成が

私は必要だと考えておりますし、そのことについ

てはしっかりと議論を深めていきたいと考えてご

ざいます。

６点目は、スポーツ教育、文化活動の充実につ

いてであります。例えばこの春の甲子園で、八戸

西高校が甲子園出場を果たしました。青森県人と

、 、して誇らしいことでありますが なぜ大湊高校は

それでは行けなかったのでしょうか。私は、21世

紀枠や、あるいは実力でも行けるというふうに思

っています。スポーツの部分でもしっかりと頑張

っている子供たちが当たり前のように全国に行け

るような環境をつくっていくことが必要だと思い

ますし、このことは何も野球に限ったことではな

く、あらゆるスポーツ、あらゆる文化活動でも同

様だというふうに思っておりますので、子供たち

の才能が伸びやかに羽ばたいていける、そうした

環境を地域としてつくっていく、そのことを議論

していきたいと考えてございます。

７つ目は、地域と教育の関わりについてであり

ます。コミュニティ・スクールが全校でスタート

しております。地域の皆さんにとっては、子供た

ちは地域の宝であり、どう成長していくのかを楽

しみにされているのだと感じています。そのため

の支援として、ボランティアで通学路の見守りを

していただくことや、学校で何かがあれば協力し

ていただく体制づくり、さらにはスポーツや文化

の面での支援等、これらの活動が積極的かつ機能

的に子供たちの成長に貢献できるような取組も必

要だと考えております。

以上、７項目の一つ一つが子供や保護者の皆様

にとっては、学びの機会や質がより多様で充実し

ていくことにつながり、一方で先生方や学校にと

っては指導方法の充実や働き方の改革につなが

り、さらに全ての世代の皆様の学びにつながるよ

うなものであってほしいと考えております。

「 」 。 、米百俵 の精神もあります 教育への投資は

未来をつくる礎であります。むつ市の未来をつく

る、そんな気持ちで次期むつ市教育大綱の策定を

進めてまいりたいと考えておりますので、ご理解

を賜りたいと存じます。

そのほかの質問につきましては、教育委員会か

らの答弁とさせていただきます。

〇議長（大瀧次男） 教育長。

（阿部謙一教育長登壇）

〇教育長（阿部謙一） 佐藤広政議員のご質問にお

答えいたします。

まず、むつ市教育大綱についてのご質問の２点

目、次期むつ市教育大綱の作成スケジュールはど

のようになっているのかについてお答えいたしま

す。教育大綱は、市長と教育委員会をもって構成

されるむつ市総合教育会議において協議を重ね、

策定されます。令和４年度からの次期大綱につき

ましては、本年３月から検討を開始したところで

あります。策定に当たり、教育分野において広く

ご活躍されている有識者のお話を伺い、その高い

見識を今後の議論に生かすため、講演会を数回実

施する予定でおります。この講演会につきまして

は、学校やＰＴＡなどを中心に広くご案内させて

いただいており、どなたでもご参加が可能となっ

ております。

教職員をはじめ保護者や地域活動を担う皆様な

ど、多くの市民の方々にも参加していただき、ご

意見を賜りたいと考えており、第１回目の講演会

は、去る４月29日に下北文化会館を会場に 「百、

ます計算」などで知られる陰山英男氏のリモート
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講演を開催いたしました。次回の講演会は、７月

１日に下北文化会館を会場に、八戸学院大学の学

長を務められ、現在はインフィニティ国際学院学

院長の大谷真樹氏のリモート講演を開催する予定

であります。今後さらに２回程度講演会を実施す

る予定としており、様々なご意見を伺いながら、

総合教育会議の場で検討を重ね、年度内の策定を

目指してまいります。

次に、ご質問の３点目、次期むつ市教育大綱の

作成に当たっての重点項目についてお答えいたし

ます。教育を取り巻く環境が変わっております。

例えば大学入学共通テストの導入、ＧＩＧＡスク

ール構想、むつ市内への高等教育機関の開設など

が挙げられます。こうした課題に対応するため、

これまでの重点項目に加え、今後の時代の変化に

対応できる人材育成、さらには生涯学習や学術の

分野についても取り入れるよう検討してまいりま

す。

最後に、ご質問の４点目、現在の段階での現行

のむつ市教育大綱の評価についてお答えいたしま

す。現行の教育大綱は、学力の向上、体育・健康

教育の充実、夢を育む教育、地域とともにある学

校の４項目を重点項目とし、各重点項目の下に全

部で16の施策を展開しております。

評価につきましては、毎年むつ市総合教育会議

で報告をしており、学力の向上に関しては、ＧＩ

ＧＡスクール構想の推進により、教育環境の整備

について進捗が見られたこと、また体育・健康教

育の充実では、総合アリーナの竣工、小学校部活

動のスポーツ少年団への完全移行といったことに

より、スポーツ環境の充実が図られる等、それぞ

れの施策において成果が上がっております。

一方で、学力の向上においては、アクションプ

ランの中で県平均を３ポイント以上上回るといっ

た高い目標を設定しており、引き続き取組が必要

と考えております。

このような結果も踏まえながら、新たな大綱の

作成を進めてまいりたいと考えておりますので、

ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 15番。

（ ） 。〇15番 佐藤広政 ご回答ありがとうございます

１点目につきましては、市長の並々ならぬ教育

への思い、そして子供たちへの思いはひしひしと

胸に伝わってまいりました。市長の、教育という

ものを最大優先課題として捉えているという姿勢

を答弁していただいたことに感謝申し上げます。

２点目の作成スケジュールにも粛々と進んでい

、 、るようではありますが 様々な講演会を開催して

見識、知識を深めて生かしていくというご答弁を

いただきました。ぜひとも広く市民の皆様にも情

報を共有していただけるよう、広報のほうをよろ

しくお願い申し上げます。

そして、３点目ですが、重要項目として現行４

項目から７項目に増やして、現状に即した項目を

新たに取り入れるために、その内容として生涯学

習や学術的な分野にも範囲を広げていく検討をし

ていただけるというご答弁をいただきました。新

たなむつ市の教育の柱として、新しい時代に沿う

７項目であり、これからの子供たちには絶対的に

必要な項目であると感じております。ぜひ様々な

観点からのご検討をしていただけるよう、よろし

くお願い申し上げます。

４点目でありますが、すばらしい実績を上げて

いると認識はしております。16項目という施策を

展開しているということは、大変なご苦労をして

いらっしゃるとは思いますが、ＰＤＣＡをしっか

りと回している結果と思います。まだまだ課題は

あるとは思いますが、次期むつ市教育大綱にしっ

かりと反映していただけるようお願い申し上げま

す。

ご答弁をいただいた中でしっかりとした答えを

いただきましたので、再質問はございませんが、
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ここで１つ私からの要望と気持ちを伝えたいと思

います。

学力向上、教育環境、キャリア教育、スポーツ

教育、地域と教育、７つの重点目標は大変に重要

なことではありますが、学校関係者のみでは達成

は難しいと思われます。保護者、地域の協力をし

ていただくためにも、講演会の開催などを計画し

ておりますが、まずはなぜにむつ市教育大綱を策

定する必要があるか、策定するに当たっての市長

の思いをしっかりと広報していただければと思い

ます。

「教育の原点は家庭である」という言葉がある

ように、次期むつ市教育大綱の重点目標の達成の

ためには、教育関係者をはじめとする地域や保護

者の方々の協力も大変重要なソースになるのでは

ないかと思います。市民の皆様の全体の意識を変

えていく取組も必要なのではないかと思います。

また、特別な支援の必要とする児童・生徒や医

療的ケア児に対しても、より一層の充実をしてい

ただき、先般国会にて成立されました医療的ケア

児支援法に対しても、しっかりとした対応をして

いただけるようお願い申し上げます。

このすばらしい過程を経て作成される見込みの

次期むつ市教育大綱であります。むつ市の宝であ

る子供たちが自分の夢を実現するための環境を、

私たち大人が制限なく、制約なく教育環境を現場

や家庭で支えるのが役目なのではないかと考えて

おります。ぜひとも学校、保護者、地域が一体と

なって同じ目標に向かっていく施策を要望したい

と思います。

最後に、ユダヤの格言を申し上げて終わらせて

いただきます 「理想のない教育は、未来のない。

現在と変わらない 。これで一般質問を終わりま」

す。ありがとうございました。

〇議長（大瀧次男） これで、佐藤広政議員の質問

を終わります。

、 。ここで 午後２時10分まで暫時休憩いたします

午後 ２時０２分 休憩

午後 ２時１０分 再開

〇議長（大瀧次男） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎村中浩明議員

〇議長（大瀧次男） 次は、村中浩明議員の登壇を

求めます。10番村中浩明議員。

（10番 村中浩明議員登壇）

〇10番（村中浩明） 皆さん、こんにちは。10番、

会派未来への轍の村中浩明でございます。むつ市

、 、議会第248回定例会に当たり 通告に従いまして

２項目３点について一般質問させていただきま

す。市長並びに理事者各位におかれましては、明

快かつ前向きな答弁をよろしくお願いいたしま

す。

先日北の防人大湊ガイドの方に水源池公園から

海望館、また北洋館などを丁寧にガイドをしてい

ただく機会がございました。

、 、そこで１項目め 北の防人大湊についてですが

釜臥山は約80万年前に恐山周辺にあった火山の噴

火でできたカルデラ外輪山で、下北半島では一番

高い山で878メートルあり、水資源が豊富で、現

在も大湊のあちこちに湧き水があふれておりま

す。芦崎は、約4,200年前から雨や川などで釜臥

山から流れてきた土砂が陸奥湾に流れ、海流に乗

って自然にできた鳥のくちばしの形に似た砂嘴が

とても美しくきれいであります。また、芦崎には

釜臥山から湧き水が流れ、汽水域のために海の中

でも植物が育つと伺っております。

明治35年、日露戦争時に津軽海峡を守るため、

防衛しやすい芦崎の地形や空からの攻撃にも備え

るため、釜臥山、また水が豊富で穏やかな陸奥湾
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の好条件に海軍が目をつけ、現在の海上自衛隊の

前身となる大湊水雷団が開庁した経緯がございま

す。そのような深い歴史と魅力がいっぱいの北の

防人大湊ですが、明治から大正期にかけて釜臥山

から切り出した安山岩を特殊な技法で積み重ねて

造られた建物がたくさん現存しております。今で

いう地産地消です。

水源池公園には、沈澄池堰堤を含む旧大湊水源

地水道施設があり、旧海軍が明治時代から整備し

た施設、建物が多く残っており、平成21年には国

の重要文化財に指定されております。

そこで、質問の１点目、北の防人大湊の各施設

の利用状況についてお伺いいたします。また、未

着手となっております石造壱番館、旧大湊高校女

子寮の改修計画の予定があるのかどうかお伺いい

たします。

２点目、日本遺産認定についてであります。日

本遺産とは、地域の歴史的魅力や特色を通して文

化、伝統を語るストーリーを日本遺産として文化

庁が認定するものですが、現在海上自衛隊総監部

の所在地である鎮守府の横須賀市、呉市、佐世保

市、舞鶴市の４市が「日本近代化の躍動を体感で

きるまち」として認定を受けております。５つの

総監部所在地で、なぜか大湊だけが外れておりま

す。海軍施設として整備された石造のダムを擁す

る水源地、釜臥山の石を使って建てた石造の建物

や１万トンドックの存在、社交倶楽部、士官宿舎

など、近代化のストーリーが浮かび上がってまい

ります。このように歴史的にも貴重な財産があり

ます。

そこで、質問の２点目、北の防人整備事業後の

完成後には、日本遺産登録申請すべきと思います

が、その点についてどのように考えているのか、

市の見解をお伺いいたします。

質問の２項目め、釜臥山スキー場についてであ

りますが、現在日本各地30か所以上のスキー場が

夏場でも滑れるスノーボードやスキー、そしてそ

り遊びやゴーカート、スーパースライダー、また

色鮮やかな花畑として営業しております。先日の

テレビニュースでも多くの方が見られたと思いま

すが、十和田市の奥入瀬渓流温泉スキー場のゲレ

ンデには、ピンクや白、紫など４色のシバザクラ

７万4,000株が辺り一面に咲き、上空15メートル

から眺める熱気球体験やシバザクラのライトアッ

プも行われておりました。

担当者の方に電話で話を伺いますと、平成23年

あたりから取り組んでいらっしゃり、試行錯誤し

ながら、ようやく昨年あたりからきれいに咲き始

め、今では多くの観光客が訪れていて、春の観光

スポットとして定着しつつあるそうです。釜臥山

スキー場は、海に向かって滑走する国内でも貴重

なスキー場です。何とかこのスキー場を冬期以外

でも利用できないものか。

そこで、質問の１点目、釜臥山スキー場の冬期

以外の利活用について、また冬のシーズンの利用

状況についてもお伺いいたします。

以上、２項目３点、壇上からの質問とさせてい

ただきます。

〇議長（大瀧次男） 市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） 村中議員のご質問にお答え

いたします。

まず、北の防人大湊についてのご質問につきま

しては、それぞれ教育委員会及び担当部長からの

答弁とさせていただきます。

次に、釜臥山スキー場についてのご質問、冬期

以外の利活用についてお答えいたします。釜臥山

スキー場は、降雪状況にもよりますが、毎年12月

。 、中旬から３月下旬まで開設しております 市では

平成26年度にノカンゾウをゲレンデに地植えして

おり、現在はむつロータリークラブ様が主催する

清掃登山等に毎年約2,000本のノカンゾウを植栽
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しているところでございます。このような活動を

継続することで山に彩りを与え、春にはシラネア

オイ、夏から秋にかけてはノカンゾウの観賞を目

的とする来訪者を増加させ、交流人口の拡大につ

なげてまいりたいと考えておりますので、ご理解

を賜りたいと存じます。

続きまして、令和元年度以降の冬期利用者数に

ついてですが、令和元年度は少雪の影響により、

2,503人と少なかったものの、令和２年度は２万

4,535人にご利用いただいております。

〇議長（大瀧次男） 教育長。

（阿部謙一教育長登壇）

〇教育長（阿部謙一） 村中議員の北の防人大湊に

ついてのご質問の１点目、北の防人大湊の各施設

の状況のうち、教育委員会が所管しております壱

番館の改修についてお答えいたします。

壱番館は、大正４年に旧海軍士官官舎として建

造され、太平洋戦争終結まで官舎として利用、そ

の後昭和62年まで大湊高校の女子寮として利用さ

れた石造建造物であります。

今後の改修予定につきましては未定となってお

りますが、下北ジオパークやむつ市景観計画に基

づき、壱番館の今後の在り方について研究してま

いりたいと存じますので、ご理解賜りますようお

願いいたします。

〇議長（大瀧次男） 経済部長。

〇経済部長（立花一雄） ご質問の１点目、北の防

人大湊の各施設の状況についてお答えいたしま

す。

北の防人大湊は、安渡館、海望館、みどりのさ

きもり館、弐番館のほか海上自衛隊大湊地方隊の

資料展示室であります北洋館で構成されますが、

平成29年度から令和元年度の平均利用者数につき

ましては、北洋館を除く４施設で14万9,388人、

北洋館が6,390人であるのに対しまして、令和２

年度は新型コロナウイルス感染症による影響によ

りまして、北洋館を除く４施設で８万705人、北

洋館が3,218人となっております。

次に、ご質問の２点目、日本遺産認定について

お答えいたします。日本遺産は、地域の歴史的魅

力や特色を通じて地域の文化、伝統を語るストー

リーを文化庁が認定するものでありまして、市で

はその前提となる北の防人大湊の魅力を高める事

業を継続して行っております。

現在国の重要文化財であります沈澄池堰堤につ

きましては、水漏れや石の崩落が見られるように

なったことから、重要な遺産を後世に引き継ぐた

め保存修理工事を行っているほか、地域の伝統行

事であります大湊ネブタの写真展、ミニネブタの

展示イベントやネブタ囃子で使用される横笛を用

いた横笛演奏の演奏会を開催するなど、地域の歴

史、文化的魅力の向上を図る事業に取り組んでお

ります。

また、北の防人大湊は、下北ジオパークの大湊

・芦崎エリアの一部としまして、官民連携による

情報の発信をしており、このエリアを訪れたお客

様には、ボランティア団体でございます北の防人

大湊ガイドグループが歴史的建造物や旧海軍の歴

史等のガイドを行っているほか、大湊小学校の児

童が学校でのジオパーク教育を通じて得た知識を

生かして北の防人大湊ジュニアガイドツアーを行

うなど、下北ジオパークの活動と連動した形で歴

史的魅力のプロモーションを行っております。

いずれにいたしましても、これまで行っており

ます歴史的建造物の計画的な改修等による保全

や、官民連携による北の防人大湊の歴史的魅力の

、 、発信及び地域の伝統 文化の継承を行う活動など

北の防人大湊のさらなる磨き上げが必要と認識し

ておりますので、ジオパークの活動と連動させな

がら、日本遺産の認定に向け、引き続き検討して

まいりたいと考えておりますので、ご理解を賜り

たいと存じます。
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〇議長（大瀧次男） 10番。

〇10番（村中浩明） 丁寧な答弁、ありがとうござ

います。それでは、順番に再質問いたします。

北の防人大湊の各施設の状況についての再質問

ですが、これまでの北の防人大湊のイベント開催

状況や、またどのような取組をしてこられたのか

お伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 経済部長。

〇経済部長（立花一雄） お答えいたします。

どのようなイベントということですが、北の防

人大湊エリアの中にあります４施設のスタンプを

集めることでオリジナル缶バッジが当たるスタン

。 、プラリーを年間を通して開催しております また

例年２月頃ですが、冬の北の防人を盛り上げます

キタモリＷｅｅｋを市民団体の皆様のご協力をい

ただきながら開催をしております。また、令和２

年度は７月から８月に大湊ネブタの写真やミニネ

ブタの展示、８月には子供を対象としましたムチ

ュランネブタづくりなどの工作体験、11月にはむ

つ市文化賞・文化奨励賞受賞者の作品展示や活動

経歴等の紹介、そして答弁でもご紹介しました横

笛演奏者の演奏会など、幅広い年齢層、多くの市

民の皆様にお楽しみいただけるイベントを実施し

ておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 10番。

〇10番（村中浩明） ありがとうございます。

今はコロナ禍ではありますが、今後集客するた

めの新たな取組を、もし何か考えていらっしゃっ

たらお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 経済部長。

〇経済部長（立花一雄） お答えいたします。

今年度につきましても、昨年度行ったようなイ

ベント、幅広い年齢層の方に来ていただけるよう

な活動をしてまいりたいと考えております。

以上です。

〇議長（大瀧次男） 10番。

〇10番（村中浩明） コロナ終息の際には、県内外

からも多くの観光客に来ていただくための企画

や、またむつ市民の方が参加できる様々な企画を

組んでいただき、今後の誘客につなげていってほ

しいと思います。

壱番館の改修についてでありますが、非常に歴

史的価値のある石造の建造物であり、種類、性質

によっては、一度壊れてしまえば永遠に失われて

しまうものもあるため、防災、防犯、災害対策で

も対応を検討すべきと思いますので、よろしくお

願いいたします。

次に移ります。２点目の日本遺産認定について

でありますが、重要文化財や石造建造物が集約し

ている旧大湊水源地水道施設は、歴史的な建造物

でもありますし、周辺一帯を観光資源としてＰＲ

し、ぜひとも修復完成後には、集客を図るための

取組をしていただき、また検討していただきたい

と思い、次に移らせていただきます。

釜臥山スキー場の冬期以外の利活用について再

質問させていただきます。スキー場の頂上から陸

奥湾の壮大な眺めを見られるように、冬期以外で

もリフトを稼働させられないのか、またリフトに

乗って帰りも下りてこられるようにできないもの

なのかをお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 民生部長。

〇民生部長（杉澤一徳） お答えいたします。

まず、冬期以外のリフトの稼働についてでござ

いますが、リフトは鉄道事業法の適用を受けるも

ので、冬期以外にリフトを使用する場合、リフト

の座面から地上までの高さは５メートル以下と定

められております。既存の第二リフトは、最も高

いところで約6.3メートル、新設となります第一

リフトは約6.5メートルになる予定でありますこ

とから、冬期以外にリフトを稼働することは難し

いと考えております。

次に、下りの乗車についてでございますが、釜
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臥山スキー場に敷設されておりますリフトは、上

り乗車に限定する構造となっており、下り乗車に

対応するには、下り用の乗降場所の設営が必要な

ほか、強度を含めた全体の構造について、相当な

改修を要するものであることから、実現は難しい

と考えておりますが、センターハウスから数分上

った場所にノカンゾウを植えてございますので、

こちらのほうで観賞いただけますので、ご理解を

賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 10番。

〇10番（村中浩明） ありがとうございます。なか

なか難題だなと思っております。強度が必要であ

り、せっかくのすばらしい眺めを多くの市民の方

に見せていただければとは思っておりましたが、

今後登山、皆さんの足で歩いていただいて、この

むつ市のすばらしい陸奥湾を見ていただきたいと

思います。

また、今後ノカンゾウの花とともに、各町内会

や小・中学校、市民の方に場所を割り当てて、セ

ンターハウスの前や第二リフトの乗り場辺りに一

面に花を植えていただく、また水源池公園、安渡

館、北洋館、海上自衛隊基地、そしてスキー場ゲ

レンデには色鮮やかなシバザクラやラベンダーな

どでいっぱいの花畑にして、多くの市民や観光客

にも来ていただきたい、そんなむつ市のよさを多

くの方に知ってもらいたい、観賞できる環境を今

後も整えて検討していただきたいと思います。

これで私の一般質問を終わります。ありがとう

ございました。

〇議長（大瀧次男） これで、村中浩明議員の質問

を終わります。

、 。ここで 午後２時40分まで暫時休憩いたします

午後 ２時３２分 休憩

午後 ２時４０分 再開

〇議長（大瀧次男） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎工藤祥子議員

〇議長（大瀧次男） 次は、工藤祥子議員の登壇を

求めます。２番工藤祥子議員。

（２番 工藤祥子議員登壇）

〇２番（工藤祥子） 今日最後の質問となります日

本共産党の工藤祥子です。むつ市議会第248回定

例会に当たり一般質問を行います。

第１の質問は、就学援助制度についてで、今回

。 、で５回目の質問となります 学校教育法第19条は

「経済的理由によつて、就学困難と認められる学

齢児童又は学齢生徒の保護者に対しては、市町村

は、必要な援助を与えなければならない」と規定

しています。就学援助制度の対象世帯は、要保護

の生活保護世帯と準要保護世帯があり、準要保護

。 、世帯の認定基準は市町村が決めます その支援は

三位一体改革により、2005年、国の補助を廃止し

てしまいました。そして、税源移譲、地方財政措

置という抑制策により、ますます各市町村での格

差が広くなってきています。

しかし、この間全国の父母の声の広がりで前進

が図られてきました。文部科学省調査令和３年版

を見ると、新入学児童生徒学用品等の入学前支給

は、全国８割を超えました。金額も少しずつです

が、前進しています。むつ市も入学前支給につい

て実施しました。今回も就学援助制度について、

３点について質問します。

昨年コロナウイルス感染症対策として緊急事態

宣言が延長された際、急激な収入減に対する支援

として、就学援助制度についても直近の収入状況

で援助の申請ができるよう対策を求める要望書を

共産党議員団として提出し、昨年６月定例会でも

質問しました。教育長は、取扱要綱の支給要件で

対応可能という答弁をしておりました。
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１つ目として、どのような周知をしたのか。申

請数への影響はあったのか伺います。

２つ目として、準要保護者の認定基準について

です。むつ市の全児童・生徒数に対するこの制度

の利用率は、令和元年度は12.4％、令和２年度は

。 、12.7％です 令和元年度の青森県平均は18.71％

国平均は15.43％です。全市町村の認定率の資料

を県からいただきましたが、県内10市の中で利用

率15％未満の３市の中にむつ市が入っています。

むつ市準要保護者の認定基準は、市民税の非課税

者、その他むつ市長が特に援助が必要と認める方

とあります。

青森市の認定基準を見ると、市民税が減免また

は非課税、国保税が減免または猶予、国民年金の

掛金が減免されている方、生活福祉資金の貸付を

受けている方、世帯の総収入が少なく経済的に困

っている方、個人の事業税が減免されている方、

児童扶養手当の支給を受けている方と、青森市の

令和２年度の利用率は18％となっています。八戸

市の対象となる方も条件がたくさんあり、中核市

の基準に倣っているということです。利用率は八

戸市は21.7％です。むつ市も保護者の認定基準の

入り口を分かりやすく、かつ多数に広げるべきで

はないでしょうか。

３つ目として、国の示す援助項目は、クラブ活

動費、ＰＴＡ会費、生徒会費等、またスキー代等

、 。もありますが むつ市にはこの項目はありません

増やす考えはないのでしょうか。

第２の質問は、学校給食への地元産品の利用に

ついてです。2019年の３月定例会での質問では、

前年度むつ産の米使用は0.09％、その他の食材の

使用は0.9％という報告でした。翌年、つまり昨

年の３月定例会では、米使用について、給食会と

の話合いで100％利用の見込みがあると答弁があ

りました。

そこで、１つ目として、むつ産の米利用、その

他のむつ市の地場産品の利用状況についてお知ら

せください。

２つ目として、地元産利用について、どのよう

な努力をしているのかお知らせください。

最後に３つ目として、食育推進基本計画と学校

給食についての考え方についてお伺いいたしま

す。

以上で壇上からの質問を終わります。

〇議長（大瀧次男） 市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） 工藤議員のご質問にお答え

いたします。私からは、食育推進基本計画と学校

給食についてお答えいたします。

むつ市では、平成30年度に策定した第３次むつ

市食育推進計画を基に、学校給食に関する作品コ

ンクールや弁当の日を実施するほか、下北の地元

食材を取り入れたふるさと産品給食の日などに取

り組んでおります。今後も学校においても食育に

取り組み、市民の皆様が健全な食生活を実践でき

、 、るよう食を大切にし 取り組んでまいりますので

ご理解を賜りたいと存じます。

その他の質問につきましては、教育委員会から

の答弁となります。

〇議長（大瀧次男） 教育長。

（阿部謙一教育長登壇）

〇教育長（阿部謙一） 工藤議員のご質問にお答え

いたします。

就学援助制度についてのご質問及び学校給食に

ついてのご質問の１点目、地元産の米、または他

の地場産品の利用状況については、教育部長から

の答弁とさせていただきます。

ご質問の２点目、地元産利用について、どのよ

うな努力をしているのかについてお答えいたしま

す。地元食材を給食で利用することは、生産地と

消費地が近いことから、新鮮で旬な素材本来の味

。 、 、を味わうことができます さらに 地元を理解し
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地元の恵み、自然に感謝する心を育むよい機会に

なることと認識しておりますことから、市といた

しましては、市内食材納入業者に地元産の食材の

納入依頼を行っております。

また、昨年度、市で実際に取り組んだ事例とい

たしましては、大平小学校において児童からの提

「 （ ）案を基に脇野沢産の焼干を使用した 塩゛ ジオ

ラーメン」や、大畑地区で栽培したイチゴを使用

したイチゴゼリーといったジオ給食を提供し、地

元産品の使用について、児童に考えさせる機会を

設けております。

今後につきましても、栄養教諭等の創意工夫、

生産者や経済団体等のご協力もいただきながら、

学校給食において地元食材や郷土料理への興味関

心を持ってもらうなどの食育を継続することによ

り、地産地消にもつながるものと考えております

ので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 教育部長。

〇教育部長（角本 力） 就学援助制度についての

ご質問についてお答えいたします。

まず１点目の新型コロナウイルス感染症の影響

についてでありますが、令和２年度における児童

・生徒数における就学援助対象者の割合は12.7％

となっておりまして、令和元年度の割合である

12.4％と比較して微増となっております。この中

には、新型コロナウイルス感染症による経済活動

の影響を受けた方もおられるのではと考えられま

すが、本制度は新型コロナウイルス感染症のみに

対応した制度ではないため、具体的な影響につい

ては把握してございません。

、 、次に ２点目の認定基準についてでありますが

準要保護制度には国の基準がなく、市の裁量によ

り認定基準等を定めることとなっており、自治体

により違いはございますけれども、単純に比較す

ることはできないものと考えてございます。

市の認定基準につきましては、保護者の住民税

が非課税であることのほか、病気等で就労ができ

ない場合及びその他市長が援助を必要とする場合

に認定することとしております。

今後におきましても、現制度を継続し、市とし

てできる限りの支援を行ってまいりたいと考えて

おります。

次に、ご質問の３点目、援助項目を国の支給内

容と同等にすべきについてでありますが、当市で

は通学用品費や宿泊を伴わない校外活動費等につ

、 、きましては 学用品費に含めて支給することから

現状の項目であっても、受給においては包含され

ているものと考えてございますので、ご理解を賜

りたいと存じます。

続きまして、学校給食についてのご質問の１点

目、地元産の米または他の地場産品の利用状況に

ついてお答えいたします。青森県が実施した令和

２年度学校給食における地元食材の使用状況調査

では、給食食材の使用割合は、地元産が10.7％で

48.7トン、県内産が50.3％で229.8トン、国内産

が21.4％で97.6トン、輸入品等が17.7％で80.8ト

ンであり、そのうち地元産の米の使用割合は

99.7％で42.3トン、ジャガイモは17.8％で1.2ト

ン、キャベツは7.7％で１トン、長ネギは16.4％

で0.7トンとなっております。

また、同じく令和元年度の使用状況調査では、

地元産が1.6％で８トン、県内産が49.9％で256ト

ン、国内産が31.6％で162.3トン、輸入品等が

16.9％で86.8トンであり、そのうち地元産の米の

使用割合は2.4％で0.9トン、ジャガイモは14.4％

で0.9トン、キャベツは3.5％で0.4トン、長ネギ

は13.1％で0.5トンとなっております。

令和元年度と比較いたしますと、地元産の米の

使用料が大きく上昇し、またその他の野菜等でも

増加傾向となってございます。

以上となります。

〇議長（大瀧次男） ２番。
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〇２番（工藤祥子） どうもありがとうございまし

た。順番に、また再質問いたします。

就学援助制度についてですが、コロナウイルス

感染症の影響については具体的に把握していな

い、しかし伸びているということで、そのような

答弁でした。私が改めて聞いたのは、青森市のホ

ームページで就学援助に対する手続が書いてある

のですけれども、わざわざ赤文字で書いているの

ですよね。むつ市も取扱要綱の中で行えるから特

別なことはしなくてもいいというふうな、そうい

うふうな前の教育長の答弁でしたけれども、青森

市ではホームページで特別に赤文字で 「この度、

の新型コロナウイルス感染症の影響により収入が

減少し、経済的にお困りになったかたの申請も、

随時受け付けておりますので、通っている学校も

しくは学務課までご相談ください 、このような」

一文があって、本当に親切だなというふうなこと

をちょっと感じたものですから、１項目質問上げ

ました。このような優しさというのは必要ではな

いかなと、そういうふうに思っています。

それから、認定基準についてですが、むつ市の

利用率は県の平均よりもちょっと低いのですよ

ね。いつも国の利用率よりも青森県の利用率は高

い、そしてその中でもむつ市が低いというのは、

私はむつ市がそう裕福ではないのではないかな

と、そういう認識があります。ある人に言わせれ

ば、自衛隊の方がたくさんいらっしゃるから、む

つ市はそうではないのではないかというふうな話

も聞いたことはあるのですけれども、県のほうか

ら認定基準について40市町村の項目、18項目につ

、 、いて調査したものを送っていただいて 見ますと

むつ市の基準項目は市民税非課税という部分にだ

け丸がついているのです。確かに病気ということ

も、ホームページの制度紹介の中にはありました

けれども、たくさん丸がついている青森市を見ま

、 、 、すと 市民税の減免している方 国民年金の免除

児童扶養手当の支給、経済的理由による欠席日数

が多い人、保護者の職業が不安定で生活状態が悪

いと認められる人、このような項目にも丸がつい

て、そしてホームページでも紹介されているので

す。私は、これは本当に大事だと思うのです。

あるお母さんに 「自分が市民税非課税かどう、

か分かりますか」と聞いたら 「分からない」と、

言うのです。だから、むつ市はもっと分かりやす

い基準、そして様々な入り口を設けることによっ

て、この就学援助制度について理解を深めていた

だきたくという、そういうふうなことも必要では

ないかなという気がいたします。

確かにむつ市の市民税課の方から聞きました

が 「市民税が自分が非課税かどうか分からない、

人はいないよ」ということは、確かに私反論され

ましたけれども、多くの方は自分の世帯が市民税

非課税なのかということはなかなか分からないの

ではないかなと思います。だから、むつ市の基準

が市民税非課税世帯だけに丸がついて、その方だ

けが就学援助制度を利用できるのだというふう

な、このような説明はちょっと不親切では、温か

さが足りないのではないかなと、そういう気がい

たしますが。イエス、ノーだけでもいいですが、

このような認定基準について、今後検討するとい

うようなお考えはないでしょうか。イエス、ノー

だけでよろしいです。

（不規則発言あり）

〇２番（工藤祥子） 認定基準を増やすということ

です。いや、私通告していませんので、ちょっと

遠慮したのですが。

〇議長（大瀧次男） 教育部長。

〇教育部長（角本 力） お答えいたします。イエ

スかノーかということですけれども、若干補足し

てご説明したいと思います。

現在のむつ市就学援助費支給事務取扱要綱の規

定の中には、病気等により就労できない場合や、
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その他市長が必要と認める場合というような基準

が設けられております。その他市長が必要と認め

られる基準の主なものといたしましては、所得者

が無職となった世帯、あるいは災害等で被災した

世帯というところも想定してございますので、現

行のまま対応できるものと考えておりますことか

ら、新たに定める予定はございません。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） ２番。

〇２番（工藤祥子） むつ市の考え方は分かりまし

たけれども、40市町村の調査項目の中で、やはり

むつ市は市民税非課税というところだけに丸がつ

いているのですけれども、たくさん丸がついてい

るところは、やはり利用率が高いというふうな状

況がありますので、何とかこのことを検討してい

ただきたいと思います。

そして、お母さんの声ですけれども 「就学援、

助制度というのを知ってますか」ということを私

伺いましたら、あるお母さんは 「この制度は確、

かに理解はしているし、紙は渡っている」と言っ

ていました 「しかし、この制度を受けると、子。

供に対して影響があるのではないか」と、このよ

うなことを言って、本当に理解していないなとい

う感じを持ちました。

この就学援助制度というのは、憲法第26条の規

定、教育を受ける権利、教育基本法第４条の教育

の機会均等、そして先ほど申し上げた学校教育法

第19条に基づいた制度なので、本当にただ恩恵、

恩典というのですか、情けを受けるということで

はなくて、もっともっと、むしろ権利として受け

ることができるということを、本当に口酸っぱく

して皆さんに説明していただきたい、このように

思います。

そしてもう一つ、援助項目を国の支給内容と同

等にすべきということについて質問いたします。

先ほど学用品費の中に含まれているという、この

ような説明でしたけれども、私もあるお母さんに

聞いてみました。就学援助制度を利用しているお

母さんです。国の制度とむつ市の制度、２つを見

せて 「どう思いますか」と言ったら 「一番困、 、

っているのは、スキーを買う等の体育実技用具費

が、これが負担が重い」と、このような答えが返

ってきました。確かに国の抑制政策の中でなかな

か広げるということは大変だと思うのですけれど

も、このような声についてどう思いますでしょう

か。

（ 通告外」の声あり）「

（ ） 、 。〇２番 工藤祥子 いえ これは通告しています

〇議長（大瀧次男） 教育部長。

〇教育部長（角本 力） お答えいたします。

ただいまスキー用具費というような話がござい

ましたけれども、むつ市では不要になったスキー

用具を保護者から提供していただきまして、必要

な児童に活用していただくなど、金銭以外での父

兄の皆さんのつながりというものもございますの

で、そういう部分についてもご利用していただけ

ればというふうに存じます。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） ２番。

〇２番（工藤祥子） 大変いいことだと思います。

これをもっともっと多くの方に周知していただき

たい、活用してほしい、このように思います。

確かに青森大学のキャンパス、これは本当にむ

つ市の、下北の悲願でしたけれども、もっともっ

と夢を諦めない、そして広い土台をつくって、子

供たちが互いに交流しながら学習していくという

ことに対しての行政の支援を広げていく、このた

めに就学援助制度の周知をもっともっと広げてい

ただきたい、説明していただきたい、このことを

まず訴えまして、次の学校給食の問題に移ってい

きたいと思います。

学校給食、令和元年より令和２年はデータが伸
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びていること、本当にうれしく思っています。そ

して、地元産がこのような形で伸びたということ

は、お願いをしたというような、納入依頼を行っ

ているということなのですが、もっと具体的な努

力というものをお知らせください。

〇議長（大瀧次男） 教育部長。

〇教育部長（角本 力） お答えいたします。

むつ市産の食材の利用率、こちらの向上のため

に青森県学校給食会に対しまして、むつ市産の米

の供給に係る市からの要望書を提出いたしまし

た。そうしましたところ、令和元年度中途より学

校給食における米穀につきましては、むつ市産の

まっしぐらの提供が可能となってございます。し

たがいまして、令和２年度につきましては、年間

を通じてむつ市産の米が使用されることになりま

したことから、使用割合が大幅に増加したもので

ございます。

以上でございます。

（ ） 。〇議長 大瀧次男 工藤祥子議員に申し上げます

間もなく申合せの時間となりますので、質問をま

とめてください。２番。

〇２番（工藤祥子） 要望書を出して、このような

実績を得たということ、本当によかったなと思っ

ています むつ市産の米は 令和２年度で2,737万。 、

円予算計上されています。この金額は、私は本当

に地元の米農家の方に対する励ましだと思ってい

ます。水田の風景を見ることもなかなかできなく

なった、そういう中で、生産者と学校給食とのこ

の連携の中で、もっともっと地元産を活用してい

ただきたいと思います。

、 、ジャガイモ キャベツとか長いもということも

これは努力次第で、生産者が連携する中で、もっ

ともっと学校給食の中で使用できるのではないか

なという、そういう思いがしますので、今度は経

済部生産者支援課等に対する観点、支援の観点と

いうことで勉強して、またこれからも取り上げて

いきたいと思っています。

学校給食法の実施基準の一部改正とか第４次食

育推進基本計画にも学校給食と地元産品の活用と

いうことがうたわれています。でも国会の状況を

見ると、なかなか自給率が上がらないで、本当に

私も考えるところが、これでいいのかということ

で考えることがありますけれども、農林水産省は

法律改正をして、積極的に地元産品を学校給食に

活用してほしい、このような姿勢をうたっている

ということは、本当に頼もしいと思っています。

これからも経済部生産者支援課とのつながりの中

で、このような観点の中で勉強していきたいと思

っています。

以上で終わります。

〇議長（大瀧次男） これで、工藤祥子議員の質問

を終わります。

◎散会の宣告

〇議長（大瀧次男） 以上で本日の日程は全部終わ

りました。

なお、明６月15日は住吉年広議員、浅利竹二郎

議員、佐賀英生議員、佐藤武議員、鎌田ちよ子議

員、濵田栄子議員の一般質問を行います。

本日はこれで散会いたします。

午後 ３時１０分 散会


	議事日程第２号

	出席議員
	説明のため出席した者
	開議の宣告
	諸般の報告
	行政報告
	日程第２～日程第３ 議案上程、提案理由説明
	一般質問
	原田敏匡議員
	杉浦弘樹議員
	斉藤孝昭議員
	東健而議員
	佐藤広政議員
	村中浩明議員
	工藤祥子議員

	散会の宣告

